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m m…加…ⅢⅢ抑Ⅲmm…Ⅲ 昭和 54～55年度招へい、派遣及び集会援助一覧表

(548以 降決定分 )

短期間招へい (55年度11件 )

ド
号

コ
番

申  rIR 書 被招へ い者 的目
施
月
実
年

80
|

2001

大阪大学

山 田 1 安 定

アメリカ・ブルック
ヘブン研究所

一万根自

X線 による「動的構造解析」の研究 55/10

80
|

2004

京都大学  |

瀧 本 1  敦

アメリカ・ス ミソニ
アン研究所

c n cleland

花成ホルモンに関する研究

一 ウキクサを中心 として 一
55/6

8 0
|

2005

大阪大学

殿 村 1 雄 治

イギ リス ・分子生物
学研究所

A C Weeds

ミオシン分子の構造 55/7

8 0
|

2 0 1 1

名古屋大学 |

桐 原 朝 夫

西 ドイツ・欧州‖超ウ
ラン元素研究所

I11ッ【aじzke

欧州の新 しい原子力事情と核燃料関

発の基礎研究
55/9

80
|

2017

東京大学

田 丸 1 謙 二

アメリカ・カルフォ
ルニア大学

G A Sollrjar

団体触燥作用の最近の進歩 55/5

8 0
|

2018

大阪大学

塚 原 1 仲 晃

アメリカ ・コロンピ
ア大学

E R Kandel

学習の神経機構 55/5

8 0
1

2026

東京大学

守 谷 享

アメリカ ・カルフォ
ルニア大学

工 」accariコD

電子相関の強い磁性体特に強磁性に

近い半導体 FeSiな どの研究
55/4

8 0
1

2 0 3 1

東京大学

神 戸 1博太R8

チュコスロバキァ・

団本物理学研究所

Jも estak

固体反応の熱分析的研究 55/11

８０

１

０３

東京大学

小 日 1  稔

アメリカ・イリノイ

簿

D  Q  L a I I l b

X線 バース トと中性 子星の理論的研

究
55/7

8 0
,

2035

東京大学  |

杉 本
1 健
三

アメリカ・ローレン
スパークレイ研究所

Stt G7■lasSア

高エネルギー原子核反応 と高密度核

物質の研究
55/6

80
|

2036

京都大学

米 沢 富美子

アメリカ・ノースカ
ロライナ州立大半

Gerald LucovsK7

K予6しO SurtEEttI Insじ iしute  ｀
｀
ア

モルファス半導体の基礎物理学
″
55/8

- 1 -



長期間招へい (1件 )

ド
号

ヨ
番 申  請  者 被 招へ い 者 的目 期  間

櫛

１
００

北海道大学

吉 田   宏

スウェーデン●ス ト
ウビック科学研究所

O L ClaesstlII

炭化水素燃焼化学反応機構の電

子スピン共鳴法による研究

55/11～56/11

1カ年

短期間派遣 (54年度13件,55年 度19件 )

ド
号

コ
番

紋 派 遣 者 目 的 渡  航  先
施
月
実
年

79
|

4242

東京大学

山 上 健次郎

アメリカ動物学会国際シンポジウム

“
魚類の発生生物学

" ア メ リ カ 54/12

79
|

4246

東北大学理学研究科

佐 藤    篤
蛇毒神経毒のX線 構造解析 ア  メ   リ   カ 54/10

79
|

4 2 4 8

理化学研究所

石 原  正  泰

重イオン核反応の連続 スペクトラム

に関する国際 シンポジウム
ア  メ    リ   カ 54/11

79
|

4 2 5 1

東京大学

入 村 達 郎
転移性がん細胞の表面の研究 ア  メ    リ   カ 55/2

７９

‐

２５４

東京大学

井 上    ―

II口AO― B Gucst investigatOr

Progrartl
ア  メ   リ   カ 55/1

79
|

4254

名古屋大学

松 本 敏 雄

1990年 代の光学及び赤外望遠鏡に

関する研究会
ア  メ    リ   カ 55/1

79
|

4 2 5 7

京都大学

森 本 信 男

「複雑な固体の構造化学 」に関する

国際集会
ア  メ   リ   カ 55/1

７９

‐

２ ６

大阪大学

坪 村    宏

半導体―電解 質界面の光照射効果に

関するシンポジウム
ア   メ    リ    カ 55/3

７９

‐

２ ６

早稲田大学

大 槻 義 彦

イオンの物質透過ニューヨーク大セ

ミナー
ア  メ   リ   カ 55/1

79
1

4265

東京大学

有 馬 朗 人

回転常構造と原子核の動力学につい

ての国際会議
ア  メ   リ   カ 55/2

- 2 -



79
|

4267

関西学院メ

関 集  三

ファラデー「Nl論集会 イ  ギ   リ   ス 55/3

７９

‐

4268

東京大学

山 圧 作 衛

電磁 ・gs相工作用と統一理論による

予言に関する第15回モリオン会議
フ フ ン ス 55/3

７９

‐

２ ７

慶応義塾大学

御子典 亮 彦

Interllaはoltal Sァmposium on

neur。10gical 江ヽutatiorLs affec―

しi【HョⅢl,′elina tioに1

フ フ ン ス 55/3

櫛

１

００４

届研究会痛研究所

小 池  克  郎

ミトコンドリアゲノムの構成 と発現

に関する国際会議
イ タ リ ア 55/6

80
|

4 0 0 4

東京工業大学

大 龍 仁 志

第 5回 溶質―溶質―溶媒間相互作用

に関する国際会議他
イ タ リ ア 55/5

8 0
|

4006

東京大学

平 サ1 金 四郎

中性子散乱による低次元磁性体の研

究
ア  メ   リ   カ 55/5

8 0
1

4 0 1 2

東北大学

平 井 正 光

次化アルカリ結晶中の励起子緩和の

研究
フ ラ ン ス 55/4

80
1

4014

京都大学

寺 本   英

サイバネティクスとシステム論第 5

回ヨーロッパ会議
オ ー ス ト リ ア 55/4

8 0
|

4015

東京大学

近 藤 泰 洋

時間分解ラマン分光を用いた銀及び

アルカリハライ ド中の過渡的欠陥に

関する研究

ペ ギ 55/4

8 0
|

4020

名古昼大学

水 亭 昭 二
F■MSシ ンポジウム他 フ ィ ン ラ ン ド 55/5

８０

１

０ ２

東北大学

笹 川  辰  弥

トリトン及ぶ311cでの電磁相互作用
とBSい相互作用の理論的研究

フ フ ン ス 55/5

８０

１

０３４

東京大学

中 西   守
第 2回生物物理討論会 ア メ リ カ 55/5

櫛

‐

０３４

東京大学 |

三 田    達

8th Ka↓zi■ MeIItlria1 0oBfer鋭 ―

ce `lLヽヽ・ninercence fro口 lFacro一

群 岳錯
申
研B的 1°夢 Cal ttd S抑

一 ア メ リ カ 55/6

80
|

4038

名古屋大学

早 川  幸  男

粒子物理学の歴史についてのシンポ

ジウム他
ア  メ   リ   カ 55/5

- 3 -
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4042

東京大学

豊 沢   豊
第 6回 真空案外激射物理国際会議 ア  メ    リ    カ 55/6

8 0
|

4045

九州大学

森
1   肇

統計力学に関するントガス国際学校

及びシンポジウム
ス  ペ   イ   ン

8 0
|

4048

東北大学

角 野 浩 二

物理システムの転位慎型に関する国

際会議
ア  メ   リ   カ 55/6

8 0
1

4054

東京大学

水 野 丈 夫
消化管の分化に関する研究 フ ラ ン ス 55/6

8 0
1

4058

東京大学

鈴 木 秀 次
物理的な系の転位模型化国際会議 ア  メ   リ   カ 55/6

8 0
1

4 0 6 1

東京大学

清 水 幹 夫
第 6回 生命の起原国際会議 イ ス ラ エ ル

櫛
‐
０７

大阪大学

森 田 正 人

ニュー トリツ物理と天体物理に関 す

る 1980年 国際会議
イ   タ    リ    ア

長期間派遣 (55年度 5件 )

ド
号
一コ
番 枝 派 遣 看 的目 渡  航  先 期  間

8 0
1

5 0 0 1

大阪市立大学

石 井 正 光

色素性母班における商落現象

の解析

ツ

ギ ー セ ン 大 学

西 ド イ 5 5 / 9 ～5 6 / 8

1 カ 年

80
1

5002

名古屋大学

松 岡 武 夫

高エネルギーハ ドロン反応と

弦模型

力

　

Ｃ

り

　

Ａ

メ

　

Ｌ

ア

　

ｏ
０

5 5 / 4～5 6 / 3

1カ 年

80
|

5010

大阪大学具套蚤観督
猪 子 洋 二

シンクロ トロン放射を用いた

酵系の反応過程のX線 小角散

乱法による研究

ヽ
ッ西

ヨ ー ロ ッパ

分子生物学研究所

ド イ
5 5 / 4～5 6 / 3

1カ 年

8 0
|

5 0 1 7

東北大学

北 沢 俊 雄

電子プローブ分析による筋小

胞体中のカルシウムィォン動

態の研究

ア  メ   リ   カ

ペンシルパニア大学

55/4～ 56/3

1カ 年

8 0
1

5041

京都大学理学研究科

井 上    数

細胞性粘菌におけるパターン

形成

メ リア

プ リンス トン大学

カ 5 5 / 9 ～5 6 / 9

1 カ 年

- 4 -



学術交流集会 ( 1 件 )

ド
号

コ
番

主催責 t 者 集 〈
ム

1会
   期 開 催  地

8 0
|

6 0 1 5

関西学院婿

サ|1 村 肇
第15回半導体物理学国際会議

55

9 / 1 ～9 / 5
京 都  市

- 5 -



昭和54年度長期間招へい成果報告

7 9 - 3 0 0 1

被招へ い者

監 izaburo Miki 三 木  敬 三郎

E■incipal ResearcLI Associate,DcPar t―

IElent Of Mic■obiologァ and ヽ4olecular

Cenetics, Ear▼ard httedicaI Scho61,

」 S h

t  目
的及び成果

三木氏は昭和54年 4月

1日米 日、直ちに大阪大

学医学部第 2生 化学教室

で研究に従事 し、 5月 14

日東京大学薬学紙  5月

26日大阪大学理学部、 6

月 8国 大阪大学医学部で

それぞれセ ミナーに参加 し、 9月 20日離日した。

以 下に研究経過を要約 する。

大腸菌のエネルギー代謝機構の遺伝生化学的研

究については、細胞呼吸系による生体エネルギー

の産生機構は呼吸基質を酸化するチ トクロム系が

ポテ ンシ、ル ・エネルギー的に、アデノシンー3

-リ ン酸合成酵素系を駆動 するものとみ られてい

る。 し かしこのチ トクロム系の調節機構の解明は

系の複雑 さからいまだ未開拓の分野となっている。

われわれは遺伝生化学的なアプローチを試み突

然変異誘起剤EMS, パ クテリォ・ファージMu

などを用いて、およそ200株 におよび大腸菌呼吸

系変 更株を単離 した。 このうち嫌気性適応炎異株

であるRSP棟 20株を選んく ヨンピューター・

システム付超高感度分光光度計による生菌中のテ

トクロム系の性状を解析 した。

この抑株は酸素存在下で生育できるグループと

できないグループに分類されるが、 と くにこの う

ちのR S P16株は生育の速度はやや遅いものの、

前者に属し、酸素存在下にチ トクロム生 ,二 ,豊

大阪大学

大阪大学

の生成がみられる。 し かし療気下に電子受容体と

して硝酸塩を与えると、上の存在がみ られないと

同時に C型 テ トクロムが通常菌の30倍生産される。

このチ トクロム立
-552は 、(1)酸素の存在によう

その生合成が阻害 されること、また癖気的に加え

られる硝酸塩の畳に生成されるCの 量が比例 しな

いこと。(2)C型テ トクロムとしてはいちじるしく

低い酸化還元電位 (0■ V以下 )を もつこと。●)自

働酸化能がきわめて強いこと。い通常のテ トクロ

ムが細菌の細胞膜に存在するのに対しこの ものは

細胞膜 とItB胸壁との間のペ リプラズムに存在する

ことなど、特異な性状をしめし好気 一 嫌気シフ

トによるチ トクロム系調節機構における重要な生

理的作用、役割を もつ ものとみられる。

したがってIRS P 16菌は硝酸塩を電子受容体 と

する系において、通常の B型 テトクロムの生成を

誘導する能力を欠いているが、 これを補 うものと

してチ トクロム全
-552の 生合成系を強力に促進

する機構 をもつのであろう。 じ じつグリセロール

ー3-リ ン酸を電子供与体 とした系で、超高感度

分光光度計によう、生菌中でのきわめて速やかな

テ トクロム豊
-552の 還元が観測され、同時に硝

駿塩の酸化がおこなわれていることが判明した。

以上RS P 16株 は光学的性状の検索がなされた

うちの一例であるが、 これらの結果は酸素存在 下、

井存在下におけるチ トクロム系調節機構を解明す

る端結 となるもの とみ られる。

申 請  者

受入責任者

萩 原

萩 原

一
一　

二

文
　
文

- 6 -



昭和 5 4年度短期 間招へい成果報告

79-2014

被担へい者

Arl i ton  」

PIofesso■ ,

B rookl〕■ Ool

↓IIleIIt

ege, Ciじy

S A

of Chellistry,

University of

Ntt York, U

目的及び成果

ローゼン教授はその在

日中に各大学 研 究所等

を精力的に訪間 して視察

研究指導 ・討論などを

行な うと共に、 13回 に

わた って講演を行な った。

これらの講演はいずれ

も界面活性剤の構造「性相関に関するものであっ

たが
“
Qtlanti,■live M●asures for Deじ en■ln―

ing ChepICal S↓ ructure/Fundamental

P■oper lァ Rolatitll■shiPS in Surface― Cヽtivo

生 en,s'においてFま、界面活性剤の性能の指標と

して用いられる諸量と溶液物性との間の定量的関

係を論証 した。また
“
S,rw ture/ProPer呼

nelatiortships in Surfactants"は 基礎編と応

用編に分かれてお り、基礎編は界画活性剤の化学

構造 と溶液物性の関係に重点をお き、応用編は濡

剤、起抱剤、消泡剤、分散剤などとしての界面活

性剤の作用 と化学構造 との関係に重点をおいたも

のであった。また
“
Novel Surfactants frorl

α-01efins'は 構造活性相関の研究に用いられた

界面高性剤の合成法をも含めたものであった。

これらの誌演にお|いてロ
ーゼン教授は、界面活

性剤の作用を考える場合にその能率(effici伍り)

と有効性 (effeCしiVeness)とを区別して取扱 う事

を主張 した。たとえば表面活性すなわち水溶液の

表百張力低下について考えるとき、その能率は20

筋V/″ の表面張力低下をもたらすに要する濃度

C2。によって表わさ|れ、有効性は到達 しうる表面

張力の最低値によって麦わされるが、これ らの両

者は必ず しも平行関係にはない。たとえば直鎖状

申 請  者   京 都大学

受入責任者  京 都大学

中 垣 正 幸

中 垣 正 幸

の界面活性剤では疎水基の長さが増せば能拝 は上

昇するが有効性は低下すること、また疎水基の枝

分かれが増すか親水基が疎水鎖の中央にむかって

移動すれば能率は低下するが有効性は上昇するこ

となどを示 した。

次に界面活性剤が示す種々の作用は、界面への

吸着性とミセル形成能 とにもとづいて説明し得る

ことを強調した。吸着性とミセル形成能は互に関

連する性質であるが、これらの間の相関関係を臨

界 ミセル濃度 ε″cと C20と の比(び″ε/Cz。 )で

あらわすとき、その値は必ずしも一定ではなく、

界面活性剤の化学構造によって変化し、或種の置

換基の導入によって ミセル形成が抑制 されること、

また溶液の条件たとえば電解質の共存によっても

値が変化することを示 した。

界面活性斉」の構造活性相関については、これま

でHLB(親 水親油平衝 )が論議されていた程度

にすざず、 ロ ーゼン教授の講演はこの方面に新生

面を開いたものとして、参加者に深い感銘 を与え

た。合成洗剤をはじめとする界面活性剤は環境汚

染などに関連 して見直しを迫 られてお り、所期の

用途を満足する上で従来とは化学構造の異なる界

面活性斉」の開発が重要な課題 となっている折か ら、

ローゼン教授の講演はわが国における今後のこの

方面の研究に大 きな示唆を与えたものと認められ

る。

ローゼン教授は今回はじめて来日されたのであ

ったが、未知の場所を訪関して独特の風俗習慣や

食物などを経験 し、これ らを通 して日本文化につ

いても若子の理解を得ると共に、わが国の多 くの

科学者 技 術者 との討論によって、日本側に種々

の教示を与えたのみな らず、教授自身 も今後の研

- 7 -



究に有益な示唆を得 られたとのことである。この

ように科学と文化q両 面
にわたる交流が行なわれ

たことは誠に有意義であり、これを援助された山

田科学振興財団に対してロ
ーゼン教授は心からの

謝意を表明して離日さ
れた。

日程

1 0 月 3 日 : 来日

4日 :京都大学薬学部中垣正幸研究室を視

察、研究打ち合せ、討論。

三洋化成工業伽 を視察、講演、討論。

日本化学会 (高 知市 )の コロイドお

よび界画化学討論会にて講演。

大日本製薬備を祝察、研究指導、討

論。 |

日本油脂伽尼崎研究所を視察、講演 、

討論よ

京都大学奏学部のコロイド懇話会に

て講演。

奈良女子大学渡辺昌研究電を視察、

セ ミナー。

15日 i花王石鹸備和歌山研究所脅視察、講

演、討論。

16日 1大阪市立工業研究所の日本油化学協

会関西支部界面化学部陰にて講演。

17日 i広島大学工学部須沢利郎研究室を視

祭、研究指導、討論。

18日 :徳山曹達鶴研究所を視察、講演、討

論。

名城大学薬学部大塚昭信研究室を視

祭 、講義、討論。

東京理科大学工学部、Jし原文雄研究

室および同理学部 目黒謙次郎研究室

を視察 、講義、討論。

花工石鹸佛東京研究所を視察、講演 、

討論。

群馬大学工学部桑村常彦研究室を視

察、講義、討論。

横浜国立大学工学部篠田耕三研究室

を視際 、セ ミナー

離日

竹 田 義 朗

竹 田 義 朗

5 日

7 日

1 9 日

20日

2 2 日

24日

26口

28日

9 日 :

1 0 日

12 日

1 3 日

79-2021

被招へい者

Aarne Matias Raina

P IofeSSOr, Depaltnent

ChelniStry,vttVeiSily
F inland

of Pttsio10si●al

of hoplo,

目的及び成果

ポリア ミン( プトレッ

ジン、スペルミジン、ス

ペルミン)は動物は もと

よう」物界に広 くかつ比

較的高濃度に分布する生

体アミンであるが、その

生理的意義は長 らく不明

であった。しかけ最近増殖の盛んな組織や細胞で

核酸の増加に先行してポリアミンレ
ベルが者明に

上昇することお`明らかにされ、細胞耀廊における

ポリア ミンの役割が強調されるようになってきた。

殊に聴思者で尿呼び血中の
ポリアミン量の増加す

ることが見いだされて以来臨床医学的にも大きな

注目を集め、この分野の研究者 も年毎に増加 しつ

つある現状である。

今度山田科学振興財団のご援助を得て、ポリア

ミン研究の世界的権威であるフ インランドのライ

ナ教授を招 き、研究成果の交換及び討論を行 って

大 きな成果をあげることができた。同教授は 9月

16日 の来日か ら9月 30日 の離日までの間、 9

月 18日 の徳島大学歯学部における講演を皮切 り

に、9月 20日 に阪大医学部で日本生化学会近畿

支部及び日本栄養 食 糧学会近畿支部共催の講演

会、 9月 27日 に慈恵医大主lltの講演会、また 9

月 29日 に東大案学部で日本生化学会関東支部主

申 詣  者   徳 島大学

受入責任者  徳 島大学

- 8 -



催の講演会を行い、主として「コ常及び腫易組織

におけるポリアミンの代謝と機能 」について講演

した。その間、徳島、大阪、京都及び東京の関連

研究室を訪問し意見交換を行った。さらに 9月26

日には、東京学士会館別館で開催された文部省科

学研究費補助金によるがん特別研究 I「がん細胞

増殖とポリブミン動態に関する研究 」班会議に出

席して班員とともに研究成果を発表 し相互に活発

な討論を行った。

これらの講演会及び討論では主として 1)細 胞

増殖時のポリアミン代謝の動R_gとポリアミン合成

阻害剤の効果 2)細胞の分化とポリアミンとの関

連 3)匿瘍組織でのポリアミン代謝の変動 とその

意義 4)蛋 自、核酸合成および極々の酵素活性に

およばすポリアミンの影響 5)が ん患者の体液中

ポリアミンレベル測定の意義について討論された。

その結果ポリアミンは細胞増殖のみならず細胞の

機能維持にも不可欠な ものであることには異論は

出なか ったが、今後に残 された問題 として 1)ポ

リアミンの作用機構の解明 2)新 しいポリアミン

合成阻害剤の開発 3)よ り系統的な体液中ポリア

ミンレベルの測定 とその臨床医学への応用などが

指摘 された。

今回のライナ教授の来 日はポリア ミンに対する

一般の関心を一層高めることに役立 ったのみなら

ず、わが国のポリア ミン研究者に大きな刺激を与

えた点で非常に有意義であった。

終 うに、ご援助をいただいた山田科学振興財団

に深く感謝の意を表する。

79-2022

被招へい者

Tsac Tien― ―●hin

Deputt Direntor,

of Blochenistry,

Chim

曹天欽

Shanぶ ai lnstitute

Acattmia S inica,

目的及び成果

曹天欽博士招へいによ

ってもたらされたものは

予想以上に大 きい。非常

に多 くの科学者が、文化

大革命 と中国の科学の現

状 将 来の展望に対 しは

じめて信頼できる重要な

資料をうることができた。この知識は我々の考え

およばぬものであったので、各人にとっては重い

感慨となったとちがいない。中国がいまだにごく

常識的な国であるという発見は、中国をみるもの

さしを与えてくれたが、同時にこの出来事が中国

のみにか わゝる問題ではないことを知らされた。

「筋収縮の話断 」コンフェレンスは、 3日 間お

なじホテルにとまって隷演 ・討論がおこなわれた

ので、専門分野の問題にとどまらず広 く意見を交

換する機会があつた。その後いくつかの大学を訪

申 請  者  北 海道大学

受入責任者  北 海道大学

太 康

六 康

関 し、講演と広 く多 くの分野の研究者 との交流を

通 じ、相互に強い印象を残す ことになったと思 う。

今回の訪日は、日本人のみな らずケンブリッジ

大学同窓 であるS ペ リー、■ ハ ックスリ教授

にも25年 ぶ りに再険 できるという期待があった。

尊敬 できる学者から報 された中国の事情はしかし

箇撃的だった。有名なインスリン合成はじめ、す

べての研究は一時中止 され、科学者 ・知蔵人は隔

離、教育 もおこなわれなかつたという。この間の

科学の立ちおくれをとりもどすのに必要な若い人

材はなく、あ育 システムのたてなおしも容易 では

ない現状である。しか も中国の学生は、理論物理

を希望するものが圧倒的に多く医学 分 子生物学

を指向するもの もあるが、実用的な化学 農 学を

学ばうというものが非常に少いというかたよった

状態にある。しかし文化大革命の長い辛い冬のあ

とに、科学の研究に も漸 く春がやってきたとい う

喜びが博士か ら発散してお り、中国の再建にかけ

八
　
八
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る若さが、 59才 とい う年令をこえて溢れていた。

博士の講演 は 最ヽ近発掘された「2,100年 前

の屍体の筋肉組織の保存状態 」を電子顕微鏡をも

ちいて観察 したものである。この屍体は長沙附近

の馬王堆古墳でみいだされた。 5層 の柩に入れら

れ、 12層 の絹の布で包まれていたが、屍体の各

組織は非常によく保存されていた。横枝筋の一部

を 25%グ ルタルアルデヒドと1%オ スミウム駿

で固定 し切片をつくった。最 もよく保存された窃

肉組織では、筋繊維の全形態が明らかに観察され、

A帯 とI常 の物質 もみとめられた。しかし全体と

しては、A帯 中心部のH常 はM線 とともに消失 し、

I帯 ではZ線 附近に繊維状構造をのこしてt たヽが、

それ以外の部分は消失しているものが多かった。

従って、A帯 の一部が勧繊維の方向に平行に束状

にのこった部分と、I帯 の中心部のZ線 附近の構

造が縞模様をつ くったものが多 くみ られた。太い

繊維 と細い繊維の重なっていない部分は、カテプ

シンが進入 し、たん白質を消化してしまったが、

両繊維の重なった部分 では、死後ATPが 消費 さ

れてしまうと両繊維は飼く結合 し、カテプシンの

進入を阻み、構造が保存 されたものと推定した。

この推定は、新鮮な筋肉をもちいたモテル実験に

ょ5支 持 された。屍体が酸性土媛に埋れていたた

め、また次類や花粧品にふくまれていた水銀や鉛

のため細菌による組織の破壊が著 しくおさえられ、

組織が偶然 にも保存 されたものと思われる。更に

史記等の史実にて らし、この女性が候爵夫人であ

ると推察 してt るヽ。酷 しい状況の下で、只一つ残

っていた電顕をもちいて、 こ れだけの結果を導い

たのは、博士の並々ならぬ意慾 と能力による もの

と思 う。

79-2028

被招へい者

培:糧且ri3品猛獄罫|lfBhぃ竹t並単 申話者
U n i v e r s i t y  o f  C h i c電o i  U・S A .      受 入責任有

名占庭大学

名占ほ大学

崎 l F

崎 恒

岡

　

岡

子
　
子

目的及び成果

N R,Cozzare111 教

授r ょ、l o 月1 日よう1 0

月 29日 の滞在期間に下

記の各地を訪問され、D

N A ttraseの機能に関

する最新の成果について

計 9回 の誰演を行うと共

に、DNAの 複製 組 換 転 写の研究を行ってい

る多 くの研究 グループを訪問 して、活発な討論を

された。

10月 1日 :成田着

2日 :東京大学医科学研究所に於て誰演及び

討論

3日 :がん研究所に於て譜演及び討論

4日 :国立がんセンターに於て融演及び討論

6日 :日本生化学会大会 (東 京 )に 於て討演

8日 :東洋醸造に於て詣演

浜松医科大学に於て討演及び討論

名古屋大学理学部に於て講演

討論及び研究打合せ

金沢大学に於て討演 (20日 )及 び

討論

大阪大学 (微研 ,理学部 ・医学部)

に於て討演或いは討論

25日 :京都大学化研に於て講演及び討論

29日 :大阪空港より離日

朴演の演廼は 1)Ttt wtiviは es of DNA

軒rase 2)Origin tLIld ftur,1。n or DNA

misti叫 でぁった。 DNA げ IIseに よるD

NA鎖 の しwisしitt unttisti呼 に関する研究成

果を中心に討演し、教授の グルーブが最新の成果

に基づき捉昭された画期的反応機構モデル si印

inversicn ile●lunistnま で木発表の多 くの研究

成果を知ることができ、非常に有意義なものであ

った。DNAの 河性に&(ます sttllerttistittσ)S

-10-

9・ 10日

11・12日
1・o-17日
( 1 1 日 )

18～20日
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義に大きな関心が集まっている折に、Cozzarelll

教授の来 国が実現 し、十関連分野の研究者 との間で

十分な討論の機会に恵まれたことは大きな収穫で

あった。

山田財団の御援助によ

ことに深 く感謝する。

り博士の来日が実現 した

79-2045

被招へい者

Alan O.MacDiarlnid

Professor,Departrnenし  of Cl■emistry,

Universiしy of Pemsylval■ ia, U S A

目的及び成果

米国ペンシルベニア大

学の Alan C MttDia―

rmid教 授は高電導性ポ

リアセテレンの研究で世

界的に有名であり、わが

国の大学、企業の関係研

究者か らその招へいが強

く希望されていたが、今回山日]科学振興財団の援

助によってかなえられ、1979年 10月 20日 (月)

か ら 11月 6日 (火)ま での間、第 3回 国際量子化

学会議、シンポジウムその他における講演、討議

などの機会 を通じて、高電導性ポリアセテレンに

関する現状と応用について明 らかにするとともに、

わが国の多数の研究者 と直接に意見交換を行なう

ことによって、極めて有意義な実質的な成果がわ

が国にもたらされた。

まず 10月 29日 (月)に京都大学工学部合成化

学教室で熊田教授以下 10牧 名のlFE教室研究員と

ポリアセテレンの合成、特にいかにして高い結晶

申 請  者   京 都大学

受入責任者  京 都大学

米 澤  貞 次郎

米 澤  貞 次郎

性のフィルムを作るかについて詳 しい討議が行な

われた。 10月 30日 ('k)は 国立京都国際会館で

催された第 3回 国際量子化学会議の年後の関連セ

ッション「SurFace ttd L6、 dimentimal Solid」

に ドープしたポリアセテレンの電子スペク トルに

関する分光学的研究結果を発表 し、参加者 と有忘

義な討論を行なった。 さらに 10月 31日 (水)、

11月 1日 (木)は 同 じく京都国際会館で催され、

ポリアセテレンならびにその関連化合物及びグラ

ファイ トの高電導性層間化合物の物性を主題 とし

たシンポジウム「工業的に有用な無機及び有機材

料の設計 」に出席 し活発な討論に加わった。特に

10月 31日 はこの シンポえウムの特B」講演 (演

題 を有機金属と半導体 :ポ リアセテレンの化学 と

その誘導体 )を 行ない (ス ナップ写真参照 )、 高

電導性ポリアセテレンに関する最近の研究成果 と

その応用性に関する豊富な内容の話があり、特に

実際に電機材料 として使い うることを会場でテモ

ンストレーションをするなど多数の参加者に深い

感銘 を与えた。 11月 2日 (金)ま京都大学工学部

石油化学教電において、米澤教授、山辺助教授と

ともに高分解能間体 NMRに よる結晶性ポリアセ

テレンの微視的内部構造の共同研究に関する研究

打合せを行なった。

11月 5日 (月)か らは東京で活・Htを続け、ま

ず東京工業大学資源化学研究所において自jl英樹

助手 と高電導性ポリアセテレンの共同研究に関す

る打合せを行い、その後高分子材料部門池田朔次

教授 と電導性高分子化合物全般について、無機資

源部門山本明夫教授 ;山 本隆
一助教授 とポリパラ

フュニレン、ポリチュニレンなどの新 しい電導性

- 1 1 -



高分子合成とこれらの諸性質について、生物資源

部門鈴木教授、相沢、経部両助手とポリアセテレ

ンの電気化学的諸性質について、それぞれ活発な

討論を行ない、双方にとって有意義な 1日であっ

た。ついで 11月 6日 (火)でま東京大学理学部化学

教室において、高分子学会関東支部こ催の IIac―

Diarlnid教授講演会 (演題 :半導性および金属

的導電性を有するポリアセテレン誘導体の合成と

その応用 )が催され、およそ90分 にわたりペン

シルペニア大学でおこなわれたポリアセチレンに

関する研究成果をわかりやすく話された後、 30

分程質問に答えられた。関東地方で関連する研究

を行なったり、この方面に興味をもつ人々にとっ

て貴重な講演であった。

講演会の後同教室の日隅教授、原田助教授、R

Ba略位伍a博 士 らとポリアセテレンのラマン、赤

外吸収スペクトルにつt て`討論を行ない、有意義

なスケジュールを終了した。

79-2049

枝招へい者   |

Cicrgio Frossati

Charge de n● .herches sur les Trど s

Basses Tempどratures,

C  N  R  S   F  r a l■ c e

目的及び成果

F■ossati博 士は3He

-4 He希 釈冷凍機による

超低温生成ならびに附随

する超低温技術に画期的

な成果を挙げ、またそれ

を駆使 して超低温におけ

る1』体及び液体
。He(超

流動 )の研究、境界熱抵抗の研究などアイアア溢

れる物理学の研究た打ち込んで来た世界的な少壮
物理学者である。

今回、山田科学振興財団の招へい援助により、

昭和 54年 10月 11日 から 11月 12日 まで約

1ケ月間 コrOssati博士を日本に招へいし、 この

間 日本各地 の大学 研 究所において講演 討 論を

お願いした。

1 0 月1 1 日: 来日

11日～ 17日 :大5Fx市立大学理学部に滞在

(世話役 信 貴豊一郎 )17

日には大阪大学基礎工学部

| (長 谷田察‐郎教授 )を訪

1 間 。

18日～ 22日 i京都大学理学部に滞在 (世

話役 ・平井章助教授 )

申 請 者 期 市立大学 信 貴  豊 一部

受入責任者 大 阪市立大学 信  貴  豊 一郎

23日 ～ 25日 :名古屋大学理学部に滞在

(世 話役 ・益田義賀教授 )

み6日～ 28日 i北海道大学理学部に滞在

(世話役 渡 辺昂助教授 )

29日 ～ 31日 :東 Jヒ大学理学部に滞在 (世

話役 大 塚察一郎教授 )

11月 1日 ～ 2日 :筑演大学物理系に滞在 (世

話役 ・楢原良正助教授 )2

日午后には高エネルギー物

理学研究所 (政池明教授 )

を訪関

3日～ 12日 :東 京大学物性研究所に滞在

(世話役 菅 原忠教授 )9

日午后には東京大学理学部

(佐 々木亘教授 )を訪間

12日 i離 日

誰演及び討論の題 目

1   0bservation of strongly p01arized

liquid and s。lid 3 He

2 グ ルノーブルにおける超低温技術の諸問題 (

希釈冷凍機、プラステックセルS Ho自化冷却、

核断熱消磁、温度測定 など)

ユ ロ 本の各大学 研 究所において現在行われて

いる研究に関する討論
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「成 果 〕

吾が国では現在、超低温設備の建設が進みつゝ

ぁb業績 も出始めている段階であるが、この時期

そこ Frossati博士のェうな経験豊かな少壮物理学

者の話をき 、ゝひざを交えて直接討論できたこと

は色んな意味で大変有益であった。

わが国低温物理の将来 にとって役立つ処が大 きい

であろうと思われる。又、 Frossati博 士にとっ

ても吾が国各大学 研 究所の特色ある研究によっ

て大いに得る処があったと考える。

追記 :F■ossati博 士から本財団に宛てて、丁

重な感謝のお便 りが寄せ られました。

79-2050

餃招 へい者

Ydtt MoOII Park

Assis,血 ↓ PrOfessor,

脇 thematics, YKlnsei

Seoul,【 orea

Department of

Uni,ersity,

目的及び成果

Yo暗 Moon Park氏 は

1 9 7 9 年1 1 月2 6 日

大阪に着いた。その前に

はフランスのパリ郊外に

ある I 宜 :Eo S.で 研

究 していたが、ヽヽったん

本拠の韓国ソウルに帰 り

数日を過 して来日したのである。

11月 26日 から 12月 9日 までの 2週 間は京

]骨雷;38岳昏8]魯昏骨倉]7号魯雷骨告宮
結果を交換して討論|た。この間 12月 5日には

数理解析研究所の談評会で
“Fuaclimal inしogral

ForrAalism for Fqu■hbriurn StaCisじical

Mchanics'と題して講演。相互作用ポテンシャ
ルの“正イ直性'と

“
工員」性
"の
仮定のもとで、状

態和の熱力学的極限の存在が汎関数積分表示を用

いれば容易に証明さ午ることを示し、双極子相互

作用をもつ気体には ― クーロン相互作用の場合

とちがって 一 遮蔽効果がないという自身の最新

の結果に言及した。

部忌雪畳8日揚号屈ず
であるいは荒木の案内で京

12月 9日 に東京に移 り 12月 23日 の帰国音

で主として学習院大学に滞在、江沢洋教授のセ ミ

申 請  者  学 習院大学

受入責任者  学 習院大学

江 沢

江 沢

ナーに東京都内の諸大学から集まる研究者たちと

京都におけると同様の問題について討論 した。特

に東京大学教養学部基礎科学科の大学院生 新 井

朝雄が研究中の水素原子のラム シ フトに関する

数学的厳密 な理論に深い関心を示 して、場の理論

の数学的研究が次に進むべき方向を正しく把えて

いると新井を敵励 した。

12月 10、 13、 20、 22日 の 4日 間、学習

院大学において
“
Statistic■l WIecl■anics and

Quantttm Field Theory on LEと しice SP8ce'〕

と題して連続講義、最新のゲージ理論を含むいく

つかのモデルの数学的厳密な構成法について、目

身の研究 も混えよく整理 された明快な講義で朝 10

時から夕方 5時 すざまで及び、聴 く人を大いにP_k

発 した。この講義には、江沢のセ ミナーの常連の

はか、上智大学など都内の大学の大学院生 とさら

に北海道大学から理学部数学教室の
一瀬孝助教授

ほか 1名が出席 した。

連続講義の間を機って 12月 11日 に早稲田大

学理工学物 理塘 で
“Fmc↓ iOnal lnしegral

Fornalisn in Staし is,iCal M∝ hanicsル を講

義し、 12月 12日 に筑慶大学F/2理系素粒子研究

室で“恥脱 しis Construcしive Field Theory?"

を講演、このあとで高エネルギー研究所を見学、

西ll哲治所長に韓国物理学会からの友好のメッセ

ージを伝え、日韓物理学交流を訴えた。

12月 14日 に河口湖畔に全国の中堅数学者お

洋
　
洋
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よそ100人 を集めて行なわれた「物理を数学シ
ンポジウム」にゃいては

'COnstructive Field

Theory for Lヽthemaしicians"

この方面の識義を初めて聴いた数学者 も多 く、質

問が相次ざ説演時間を大幅に超過、わが国でも遅
ればせなが ら数学者と物理学者の交流が始まろう

としている時なので、まことに時宣にかなった講

演であった。天気に忘まれ富士の雪姿が至近距離
から楽 しめたの もよかった。

なお 12月 21日 には東京大学理学部物理学教
室の山口馬夫教授と昼食を共にし、日韓物理学交

流の可能性につき話し合った。日本で開かれる研
究会の通知を送ってもらえれば、韓国各地の大学
に流す ;研究会への参加費用は韓国側で出せると
いう趣旨、この件は止1日と江沢が京都大学基礎物
理学研究所の研究部損会議に議題として提出する。
以上、Park民 の京都 東 京滞在は相互に非常
に有益でぁった。氏は山田科学財団に感謝の手紙
を残していったので、ここに添付する。

売木および耳沢も、Pa止 氏と交わった研究者を

代表して、深く御礼を申し上げる。

Dec. 13′  ■ 979

The Direct6r

Yamada science FoundatiOn

Dear Sir:

工 am the one whO alre staying for One mOnth at

」aPan (twO weeks (Nov. 26 - Dec. 9)at lnstitute Of

告]::::]::!予とこ::::F雪昌:ui告思:::告置:苫骨:::告き首:::邑:W88告『:告:i3n.
:]普:::::と:告i::ip『

き写:岳岳景gTtte igC景言辱e tta景告:e :h旨i暑e t。

告i::g::::::::告di::::::i::置:::3::::::::::::::::::::::[t
::s[品:告::ti:」音
n:苫
暑:こ::首:3景::主::・3::: 告]古皆霊:gi:昌:1:::e

Other Korean scientists sO that they have cOmmunica―

tions with 」 apan sc■ entists and know each Other.

Thank yOu very much again fOr the fund.

Sincerely yOurs′

Yong MOors Park

(Department of Mathematics

Yonseュ  unェ versュ ty
SEOUL′  KOREA)
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79-2055

被招へい者

Berしlalld l  nalperin

Professor, Ltman Laboiatory of

Physics,Marvard university, U S A

目的及び成果

H31perin教 授は統計

物理宰の各分野で多 くの

優れた研究をなしてきた

世界的に高名な物理学者

である。 とくに最近は二

次元系における相転移の

問題に関 して精力的に研

究を続けている。

Halperin教 授は来 日後京都大学基礎物理学研

究所、九州大学理学部 、東京大学理学部および物

性研究所に数日間ずつ滞在 し、各地の研究者と活

発な研究交流を行った。その後 「二次元電子系 」

に関する山田コンファレンス、および 「低次元系

の物理 」に関する京都サマー イ ンスティテュー

トに出席 した。

山田コンファレンス1/おいては「二次元系の融

解 Jに 関して招待講演を行 った。この講演では原

子が平面的に配列 した結晶の融解の問題を中心に

これまでの研究をレビューするとともに、融解が

二段階でおこる可能性について論 じた。二次元的

な結晶では通常の二次元結晶とは異なり、長距離

秩序が生 じ得ないことはよくjllられている。

【osleriしzと ThoulLssは このような二次元系に

おいて も、低温では長距離初亨は持たない特殊な

一種の 「秩序相 」が生 じ、それが渦運動の対 (結

品の場合では転位の対 )の解離によって無秩序相

へ犠移することを指摘 した。ualPcrin教 授は結

晶の場合には転位対あ解離のみでは結晶の方向性

に関する秩序は慶れないこと、転位は disclin―

ationの 対 と見なされるので、それが解離 して自

由な disclination力よ生 じることによってはじめ

て完全 な無例予状態への転移が起ることを明かに

した。 したがって二次元結晶の融解 は、【oster―

itz― Thouless的 な転移 と自由な disclination

発生との二段階で起る可能性があるのである。山

申 詰  者   京 都大学

受入責任者  京 都大学

長 岡 洋 介

佐 藤 文 隆

日コンファレンスヘの参加者は実験家が主体であ

ったが、HaIPerin教 授の譜演は きわめて明解で

参加者の多 くがこの問題への理解を深める上で資

するところが大 きかったと思われる。

京都サマT イ ンスティテュー トFま「低次元系

の物理 」をテーマとして 9月 8日 から12日 まで

中 1日 の休日をおいて 4日 間、京都大学基礎物理

学研究所において開かれた。誰師 として招いたの

は、H31perin教 授のほか V.」 .Enery(米 国ブ

ルックヘブン国立研究所 )、 V B Shitin(ソ 連

科学アカデ ミー固体物理学研究所)、L JoS飾

(米 国カリホルニア大学サン ・ディエゴ分佼 )、

J V」 osと (米 国シカゴ大学 )、鈴木増雄 (束

大理学部 )、 福山秀敏 (東 大物性研究所 )の各氏

である。一般参加者は国内外から若い研究者を中

心 として約 80名 であった。

Halperin教 授はこのサマー ・インスティチュ

ートにおいて指導的な役割を果 し、「二次元にお

ける融解、液晶および超流動の理論 」と顧する討

義を 3回 、ヘリウム液面上の電子系におけるウィ

グナー結晶の実験的観測に関したセミナーを 1回

行 った。講義の内容は山田ヨンファレンスにおけ

る講演内容をさらに叡行するとともに、液晶 。液

体ヘリウムにおける同様な相転移の問題、さらに

その動的な性質に及んだものである。セ ミナーに

おける講演は、最近米国で実験的に見出されたヘ

リウム液面上の電子系の結晶状態 (ウ ィグナー結

晶 )に 関して、その実験的検証に関連 した理論的

検討を行ったものである。ウィグナー結品の存在

が、液面に垂直な電子の運動 とヘリウムの表面ryt

との結合を通 して実験的に見出しうることは

Shikin教 授 によって指摘されたのであったが、

実験結果はその理論的予測 とくい違いを見せてい

た。Halperin教 授はそれが液面に平行な電子の

運動を考慮することによって四平しうることを示

したのである。
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京都サマー・インスティテュートにおけるHa-

Iperin教授の講義とセ Eナーは豊富な内容が明

解に精力的民話され、きわめて印象的でめった。

参加者とくに若い参加者の多くはそれによってこ

れらの問題についての深い理解を得るとと色K、

研究の意欲を強く刺激されたものと思われる。こ

れによって今年のサマー・インスティチュートは

大きt，t成功をおさめたと言う ζ とができる。

とのように Halperin教授は各地における講演

や個人的討論を通して日本の研究者に大きな影響

を与え、約20日聞に亘る滞在を終えて帰国した。

短期間の研究交流では具体的な研究成果を生み出

すには至らなかったが、教授が日本のとくに若い

研究者のために果した役割はま ζとに大きいもの

があったと思う。

79-2057 

彼招へい者

J 000 G. Torrey 

Professor. Harvard University. Cabot 

Fo宿泊ati佃 U. S. A. 

申請者 東京大学

受入責任者 東京大学

古谷雅樹

古谷雅樹

目的及び成果

値物における共生的チッ素固定の研究に関する指導、視察、講演等をかね昭

和55年2月2日から 3月5日まで来日した。その日程及び活動を本人から報告

する。

Repor七七oYamada Science Founda七ion

John G. Toreey 

Feb. 4， 1980. Spen七七heaf七ernoonWl七h Prof. M. Furuya 
visi，iニing七hebo七anica1gaどden，Univ. of Tokyo， 
Koishikawa， me七 Dr.H. Ohashi，七axonomista七七he
garden. 

Feb. 5， 1980. 10-12 a.rn. Lec七ured七oP工of. Furuya's 
c1ass in "Deve1oprnental Bio1ogy" on the subjec七
of七hedevelopmen七a1physiology of roo七s.
1:30. p.m. Visi七 wi七hProf. Y. Maruyarna of七he
depar七rnentof agricu1七ura1chemis七ryof七heU. 
Tokyb and his associa七es. Discussed syrnbo七icN勺
fixa七ionand in par七icu1ar七heirstudies on ~ 
Myrica gale in a rnoun七ainousbog. 

-16-
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4`30 p.m.  Visit with Prof. N. Takahashi in

agIュ cu■ tura■  chemュ stry′  discussed his work on
the synthesis of gibbere■ ■ins and cytokinins.

Feb. 6′ 1980.  ■ o-12 a.m.  Discussionlwith Dr. A.
Komalnine′  Dept. Of Botany′  u. Tokyo on various
aspects Of his research ―  synchrony of the cell

cycle′  tracheary e■ ement formation′  embryogenes■ s

and secondary metabolism ュ n tissue culture.

2-4 p,m.  Spent with associates and students of

Profb I「 uruya ュ n discussュ Ons of photomorphogenes■ s

in different P■ ant Systems_

4 p.m_  Gave lecture on actinorhiza■  plants and
symLotic N2 fiXat of sponsored by the Botan■ ca■

society of 」 apan and the Dept. Of Botany′  ut of

Tokyo.

6 p.m.  Dinner at facu■ ty club. Had interesting

discuSsion On genetics of F″ α脅々 ″α with microbial

genetic■ st Prof. T. 工 ino.

I「eb, 7′  1980.  Visited the Komaba campus of the U. of
Tokyol ith Dr. Ko Shono of the department of

app■ iさd sc■ ences.  Met students and discussed

current research on the biosynthes■ s of cytokinins

alld sludieS On crown gall disease ュ n cell sus―

pensュ on.

Feb. 8′  ■ 980▲   Visit to Kamakura With the Shono.

Feb. 9-1■ ′ 19806  Week~end at Hakone National Park.

Feb. 12-■ 3, ■ 980.  Visit to the Nationa■  ttnstitute for

Bas■ c Biology at Okazak主 .  Visited the ■ aborator―

■es and spent time in discussions with the foユ ー

■Owing members Of  he ュ nstitute:  Dr. Y. Oota―

biorhttthmS and flowerェng in と夕物物″′ Dr. N. Kamiya ―
cell むyc■ing′ DI. Y. Suzuk主 ― fibro■n synthes■s
in si■ k worms′  Dr. M. Watanabe ―  on design of

sPectィ ograph beュ ng insto■ led′  Dr. K. Hasunuma on

meiotic mutants in ″ 夕″″θ sttθ 7 2 ′ DI. H, Nakashima

on cittcadian lhythms in ぶ ′ク″γθ sttθ″ク ′ Dr. T. Kondo

8景 裏私電畳 景艶琵誰熟まEa 8ま寛朽〔どγ】私; &ね S喜?主導]
Hamada WhO Showed me the P3 facilities of the

ュnstitute.  we a■ so vis■ted the library on compus.

Feb. ■ 4′ ■ 980.  To KyOtO′  met by Dr. Y. Yamada and
Dr. Sato.
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Peb. ■ 5′ 1980.  cave ■ ecture ■ :30 p,m. on actinorhizal

plants ュ n relation to N2 fiXation′  sponsored by
the 」 apanese society of p■ ant physiO10gists and

the iagricu■ tura■  chemical society Of 」 apan.
Lecture was fo■ ■Owed by tea with about a dozen

vュsユtors who stayed on。
[呂きrttlesをi°景岳d]景]′ :SCus_sion′  including among

plant physiologist from Httroshima with whom I
havel exchanged reprints some 2o yearS′  DI. Osada
of the I「 ood Research ttnstitute′  two represent―
atives from the central research institute of

Suntory, Ltd. ェ n osaka′  DI. Kawakami″  on e■ ectron
microscopist fOrmerly post― dOctOra■  fe■ ■ow in
K. Porteris laboratory′  a profossOr from forestry′
and others.

Feb, 19′  ■ 980.  a.m.  Visited with Dr. Y. Yamada ttll

the department of agricultura■  chemistry of KyOtO

:]:蛍B・暑とをyth置
土
景:呈暑
s88ni:昌
:晋e。:ui宝営
rttntES景
畳モi:ia.

Assocュ atiOn of plant tissue culture to be he■ d
in KyOtO in 1982. p.m.  visited with Dr. Senda′

an electro phys■ 0■ogist h7hO demonstrated his
method of fusing protoplasts u予 ユ■g a Smal■
e■ectrica■  charge′  then l met with Dr. Yamada
and his students tO discuss the■ r research on
cel■ l fissェ on′ On cytodifferentiation studied in

i]:きtttuとこf電忌士e]nd Pr°blems Of genetic stab■y in

Feb. 20′  ■ 980.  a.m.  Travel■ ed by car to osaka with

DI. Yamada and student.  Filst visュ ted P.L.
Botan■ ca■  ttnstitute where Mr. s. oda chief

botanist shOwed us his wOrk on meristem cu■ ture

of many p■ ant spec■ es′  including Potato.  I a■ so
met Dr. T, Sano′  e■ ectron m■ croscopist whO

monitOrs P■ ant mater■ al fOr vュ ruses.  we were

taken to the field plantings of Mr. Morioka′  a

grower of vegetab■ e crOps′  whO uses viny■

p■astic Plant hOuses.  I had exPlained to me the

methods used to make these largely sOlar― heated.
工t is an interesting methOd deserving more affen―

tion in the United states.

p.m.  Drove on tO osaka Prefecture Unェ v. and met
With Dr. M. Yamaguchir discussed his research on

N2 fiXation by b■ ue― green algae and on other
associated free― birュ ng N2 fiXers_  His recent
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interest is in the “ recognition problem" between

貿乃ガ2οう′″秘 - legumes.  we discu― sed a■ so u.S. ―

」apan cooperation ュ n the petel of nュ trogen

fixation.

Feb. 21′  1990.  TOOk train from KyOtO tO MiShima to

the Nationa■  Institute of cenetics.  工  visited

the grdup ill microbiol genetics.  Dr. Y. Eirota

descrュ bed to me his research on mutants of cell

divisiOn in E. cθ ′″ and other studies of mutants.

We diSCussed their recent work on ■ so■ ation of

microo」ganisms which fix N2 assoclated With
roots 6f rice′ work done with DI. T. Fuう土土 and
DI. S. 工 yama.  I saw the■ r studies on Iュ ce col―

lections.  Dr. Hirota discussed with me the

possibilities of mutations in F″ クη拷′α ,  while at

Mishimよ ′ Dr. Hユ Iota te■ ephoned Dr, S. Uemura at
Tamagawa U. concernュ ng  is past research on

actinomycete ■ sO■ ations from actionorhizal

p■ ants.  DI. Uemura ュ s no ■ onger active ■ n

research.  IIis cu■ tures were not maュ ntained

and no longer exist and there ■ s no one who ■ s

fol■ owing h」 _s research line in Japan.

Feb. 26-27, 1980.  Took train to Nagoyβ  tO ViSit
sc■ entists at Nagoya unュ vも  ViS■ ted wュ th Dr. N.

Yanagitthima and Dr. K. Yoshida′  dttscussed sex
f a c t o r s  i n  sα ごごんク″θ初 夕c夕 S  Cタ アタυブS '″ 夕.     I  g a v e  a

lecture at 4 p.m. tO a general audience in

bio■ ogY and agricu■ ture.  Visited brief■ y with
Dr. I. Takebe.

Feb, 27′  1980.  Visit with Dr. Y. Yamamoto in the

col■ ege of agr■ culture.  Discussed his various

resealch work ―  on a■ ■antain metabo■ ism ■ n

ここ革を景]守品とt 尋:をh 3.:h¥旨こ畳歩古尋晋
ettie]3g]暑
忌岳turttiter

discussed h」 _s work with tissue culture, secondary

biosynfhesiS and most recently N2 fiXation by

Si暑]こと]t暑]etti畳舌忌gこ宮
a言
i岳
mi。
盈せr8ilB:i3r8島忌景

tittcュ.上―
ties. lThen taken to the botanェ ca■  garden of the
city of Nagoya.  Shown the conservatory and

gardentt by the staff.

March ユ ′ ■980.  Iteturned to Tokyot
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March 4， ~工 980. Made final trip fどomTokyo七oTsukuba 
Science Ci七y accompanied by Mど. Y. Mineyuki of 
七heDept. of Botany of Tokyo Univ. who served 
as my guide. Tsukuba is 80 krn. nor七h-eas七 of
Tokyo and difficul七 ofaccess. We were met at 
七he七rains七a七ionby Dr. M. Araragi， soil micro-
biologis七 of七heTropical Agricultural Research 
Cen七er (T.A.R.C.). We visited fas七 wi七h Dr. S. 
Okabe， direc七orof T.A.R.C. and discussed七he
puどposesand function of T.A.RJC. 工 described
our work with Frankia to Dr. Okabe and Dr. Araragi. 
We had lunch in七hecen七ralcafe七eriaa七

Tsukuba with Dr. Okabe， Dr. Araragi and were 
joined by Dど・ T. Kajiwaどa，associa七edirec七or
for research of T.A.R.C.， a plan七 Pa七hologis七
and Dr. Wiri七 Changsri，of七heDep七. of Agricul-
七ureof Bangkok， Thailand. 
We had a good exchange concer七ing七hein七erac七ions
which occur be七weenT.A.R.C. and Thailand. 
Af七er工unch，we met briefl~ wi七h Dr. M. 

Miyake， soil scien七is七 and七henvisi七edthe 
isola七iongreenhouse and七hegeodesic dorne 
greenhouse of T.A.R.C. 工n 七helabora七0ry，
Dr. Ara工agitold me of his research on actinomy-
cetes in Japan and in Thailand. Here we weどe
joined by Dr. S. Tsuru， micどobiologis七 whowill 
head.a new group devo七ed七oBiological Nitrogen 
Fixa~ion inthin T.A.R.C. constどuc七iona七 Tsukuba.

，Accompanied by Dど. Tsuどu and Dr. Araragi we 
were taken七o 七heFores七ryand Fores七 produc七s
Research 工ns七i七u七e，Minis七どYof. Agどicul七ure，
Fores七ryand Fisheries. We were escor七ed七hrough
七hepala七ialquarters. We meセ amycologist and 
a 七ree七issuecul七ureman (Dr. Sa七0) who was 
cul七uどinga wide range of七reespecie， as callus 
or meris七emcul七ure，including myrz' ca rubru， 
AI nu s s P. C r yρtomeria ， e七c. The Fores七工ns七i七u七e
was very impressive with a stどongeconomic ra七her
七hanbiological orien七a七ion. 工 hada good discus-
sion wi七hDr. Tsuru on七he七rail).re七urning七0
Tokyo concerning his plans for七henew group. 
The七ripwas well wor七hwhile. 
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昭和 5 4年度短期 間派遣成果報告 m mⅢ

79-4051

このたび貴財団より派

遣援助をうけ、糖タンパ

ク質及び糖脂質に関する

GordonPese8rCh CCII―

ference(米 国 ,メ リデ

ン)、第 27回 IUPAC会 議 (フ インランド,

ヘルシンキ )並びに第 5回国際複合穏質シンポジ

ウム (西独 ,キール )に出席 した。以下各会議の

模様を報告する。 |

6 oldon Pesearch Onferttce FまMITの

Robbins教授が計画したもので、私は第一日目の

化学構造のSessiぃ CllaiIIlzllを依頼された。

S essitIIはこれ以外に「細胞形質膜糖タン クヾ質」

「糖鎖生合成におtするプロセシング」,「形質膜

の精レセプター」,「糖タンパク質と橋脂質の代

謝」,「橋抗原」,「糖タンパク質糖鎖の機能」,

と極めて多方面にわたる内容だったが、近年解明

されつつある糖鎖構造の法則性 とこれを作 り出す

生合成機構の知見を柱にして、各sessloAの主題
が有機的に運係 し合った実に有益なWoisllopと

なった。今后の日本の複合梅質の発展のためにも

この会議に出席出来たことを幸いと思 う。

IUPAC会 議は6種の全 く異質なテーマの

sessitllが同時に開かれ、私は招待講演者の一人

として「細胞形質膜糖鎖の分析 」のsessiぃに出

盾 した。講演が全て招待者によってなされた為か、

内容的に見て完成されたものが多 く、特に目新し

い知見は少なかったと云 う印象である。唯スカン

ジナビヤ諸国の研究者が多かったせいもあってか、

ンランド、第27国 IUPAC会 議他

神戸大学  十 木  幡    陽

OC llIS,PMER,13c」 珊Qを 駆使した論文が多

かったのが一つの特徴と云えるだろう。私は研究

室の過去3年間の業績を中心にして「Struc↓ural

S j u d i e s  o f  A w a r a g i n e ―l i I I L e d  S t t a r  m i n s

cf GlrOPIotehs」 の題で総説講演を行なった

が、細胞聞識周Uの問題が大 きく発展 しょうとして

いる現状にそくして化学構造の法則性 と多様性を

明日に示 した と云 う評価で大変好評であった。同

時にこの講演はNMB万 能主義に傾 きつつある糖

鎖構造の研究領域の現在の風潮 に対する一つの警

鐘であったとも思 う。

国際複合穏質シンポジウムはキール大学のSc―

baucr教授が 2年 に亘って綿密に計画 したもので、

内容的には 1)榎 合楯質の構造解析と定性 2)

複合糖質の代謝 3)複 合糖質の識別分子 とし

ての働 き 4)細 胞 より組織 ,器宮形成の場に

おける複合糖質の 4 Sessi血があった。 sess itlII

ごとに招待者を主体 にした誌演 と関連のポスター

が展示 され、非常に効率の良い会運営がなされた

と感じている。総演題数 300題 以上で正に世界

中の腹合楯質研究の現況を見ることが出来た。限

られた招待者の中に私 も含めて計 5名 の日本人研

究者が選ばれていたのも心強い限 りであった。こ

の日本での複合糖質研究の活動度を背景 にしてか、

次国のシンポジウムは 2勺 言に日本で開催 と決定

された。主催地の名に恥 じない研究の発展 を期 し

ている。

フ ィ
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今回の旅行の主な目的

FまIUPAC 26th ln―

temtimi SttosiBIEl

o6陀 c■oltlo leCules

(MaiILz)ぉょび米国化学

会秋季年会の的wosiurl“Diffractitt Me tllods

for S↓ructural Detellllllnalitlt1 0f Fibitt P。一

14erS'(Wash品 事on)に 出席、招待講演をする

ことであった。

まず ミシガン大学Bior■lysics暁 酔■は使ntの S

監 hm教 授を訪間、講演 した。同教授はポ リエテ

レンと重水素化ポ リエテレンの混合物の結晶化お

よび foldingの 研究を続けてお り、またラアン活

性を loBgitudinal acOuStiC IE16de(L狐4)よ う

結晶弾性率を求める問題に取 り組んでいる。生体

高分子としては膜に力を入れている。

NatiOnal Breau of Standardsで は筆者 らの

二次元結晶弾性常数の計算法を少 し変 えると圧電

率マ トリックスが求められることに興味を持たれ

た。ここにはポ リフッ化 ビニリデンの圧電性を専

門にやっているグループがある。

ワシントンにおける米国化学会の年会に上記の

シンポジウムが催 されたが、これはPo町亜rD十

visi伽 で′まな く、 Cellu10se,Paper alld T∝ t一

ile DivisitllllとAIla lytical伍包dstry Divisi―

onの 共催によるものである。その背景には 1)

天然セルロースの結晶構造において 2本 の分子鎖

が平行であるか、逆平行であるかまだ必ず しも確

定 していないこと、 2)種 々のポリサ ッカライ

ドの結晶構造の研究が多 くの研究者によって取 り

上げ られているが、難間が多いことが動機になっ

ているように思われる。A,D.Prench博 士の I―

n`Юttct呼降 IxlttrkSに続いて S‐AInott教授、

工 D。3.Fraser博 士、筆者、EDTAし kins博

士の特別講演が行われた。筆者は 「R ocerじDeTV一

elopments in Stmcし ばc hawsis 6f Pibro―

uS httlrlers」の題で主として研究室の例 を用

いて研究方法や装置の発展について述べた。アイ

79-4053

西 ドイツ ,IUPAC第 26回 高分子nsl論会

大阪大学  国  所  宏  行

ソタクチ ックポリメタクリン酸メテルの二重 ラセ

ン構造に興味を持たれた。Fraser博 士はFiber

diabm an の 強度測定を精密に行 う試みについて

述べ られたが、これは今後における重要な課題の

ひとつである。

特月U講演に引き続いて 34の 一般講演が行われ、

質疑応答は大眉活発であった。このシンポジウム

の詳細は米国化学会よりSy xllpsiurl Seriesと し

て出版 される。なおAmot↓ 教授をはじめ多 くの

新 しい知己をえたことは大 きな収堕 であった。

ワシントン発後飛行機がハリケーンに出合い、

航空会社の不手際 もあってマインツ着が 2日 おく

れた為、IUPACシ ンポジウムの開会式 には出ら

れなかった。このシンポジウムでは特別講演の時

間をうまく割振 って同時に2人 以 卜琶ならないよ

うに努めていた。これは学会運営上参考にしてよ

いと思 う。国体構造物性の分野ではPcllnangs教

授やKlllan教 授の講演があ り筆者は 「Struct―

ure and P■oper ties oF Crys tallilte Polyltle■s」

の画で詩演 した。日本か らは他に京大の三枝教授

が特別講演された。これ らの詳細は Mα拷″θ″θr

C″夕″ の 特別号に収録 される。氏cursimと し

てライン河の巡航がありまたE.M Fisher教 授

夫衰の招待 (約 30名 )に よリワインの試飲会に

出席 させていただいたのは大層楽 しい思い出であ

る。
′

最後にPZaris大学 (Dcole Stlperietre Pttsi―

qtle ClllBlle)で講演し、またUniversi tt Pi"

IIc et MBttiO伽 ieの Po Sigwalt教 授の研究室

で長時間討論をした。同教授 とはすでに共同研究

を行 っており今回また新 しいサンプルを頂いた。

余談になるがワシントン滞在中 日曜 日にアナポ

リスの海軍兵学校を大使館 の方の案内で見学 した。

「神と国家に奉仕せよ」が教育の基本であり学関

よりも第一に倫理を如何に教えこむかに努力して

いるとのことに感銘を受けた。
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79-4111

アメリカ、アレシボ イ ンコヒーレント散吉Lレーダーによる

中間圏の観測

京都大学  福  山 薫

本年 7月 よう9月末ま

で、貴財団からの援助を

受けて、プエル トリコの

アレシボにある米国々立

天文 ・電離層研究センタ

―(NatittEl心 しr錮oIIlァaDd 10コ3sphere Cell

じeI)所 属の世界最大のインコヒーレン ト故舌し

(IIIcoherenじScat↓erillbC)レ
ーダーを用いて、

地球大気の中間圏および熱園下部領域 (高度 60

～ 9 5 hn)の物理的糖造 と力学的特性を調べる観

測を行なった。

この高度領域に対 しては、今まで観測手段がほ

とんどなかったために大気構造や諸種の物理機幡

の解明が遅れている。しかし電波のインコヒ
ーレ

ント散乱 を利用 したこの観測抜法は、散乱電波の

物理的な性質に基づいて各種の物理量や風速の時

間 高 度分布等の同時測定が可能 となってきたこ

とによって、未知の部分が多か った高層大気のい

ろいろな物理現象の解明に大いに貢献 し得るもの

として、最近特に注目が寄せ られている。

今回の観測は7月 下旬に 2回 にわたって行なわ

れたが、いずれも充実 した測定デ
ータを得ること

ができた。現在これ らのデータを鋭意解析中であ

るが、風速の高度 ・時間変化か らは、大気潮汐波

や大気内部重力波によるもの と考えられる顕著な

変動が見い出されている。今後はこの測定データ

を用いて、これと同時に得 られた他の物理量の観

測値 (た とえば、電子密度 ・中性大気密度 ・温度

などの相対値 )と風速変動 との相関性などを調べ

ていく予定である。アレシボ イ ンコヒーレント

散乱 レーダーによづて、このような大気内部重カ

波と関連 した変動を詳細に調べる試みは今回の観

測が初めてであろう。

アレシボ観測所滞在中は、上記の観測および測

定データの一次処理を行なうかたわら、 2回 にわ

たって今回の観測の要約および筆者の現在までの

研究に関連 したテーマで、観測所の研究会で講演

発表を行なった。さらに、現在 日本においてもこ

の種の大型 レーダーを建設する予定があるので (

京都大学工学部を中心にして 1980年 代前半ま

でに建設する計画が進められている)、観測技術

の研修、測器等の実地調査、関連施設の視察、レ

ーダー関係の研究者 ・技術者たちとの討論等を行

ない、きわめて充実 した研究所での生活を送るこ

とができた。ここに今回の援助に対 して、貴財団

に心からの謝意を表 したい。

なお、今回の観測の中間結果は速報の形で今秋

の日本気象学会 (福 岡 ・1979)で 発表 した。

また、近々これ らの結果を論文にまとめて学会誌

に投稿する予定である。

15

リカ、統一ゲージ理論他

東北大学   吉  村  太  彦

(現 高エネルギー物理学研究所 )

の発表を含めて、各地の
一線研究者と議論を深め

ることであった。短期間の滞在ではあったが、カ

リフオルニア大学ロスアンゼルス分校 くUCLAえ

シカゴ大学及びフェルミ国立研究所では「字宙の

パリオン数と統一ゲージ理論 」という題でセミナ

7 9 - 4 1

アメ

今回の派遣の主な目的

は、私のここ数年間の主

要研究テ
ーマである素粒

子の統一ゲージ理論に関

して、私自身の研究成果
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―講演を行ない、好意的な反響を受けることがで

きた。特にシカゴ大学では、宇宙物理学の世界的

権威である説ha_教 授より、この問題をさら

に発展させて銀河杉成のための密度変化を
バリオ

ン生成と同時に発生させる可能性について、興味

ある示唆を聞くことができた。フェルミ研では、

私 と同じく同研究所を訪間中であったBjo■kelt,

Ian観住er,Tyeの 各氏 とこの問題、及び関連す

る重要問題の陽子島壊について有益な議論をする

ことができた。

この派遣の第 2の 目的は 「レプ トンと光子の相

互fTR国 際会議 」に参加 し、より広い視野からゲ

ージ理論を位置づけることであった。

新聞報道にもあったようにこの会議の最大の成

果は、強い相互作用を媒介するゲ
ージ粒子である

グルーオンが ドイツの電子―陽電子衝突型加速器

におけるハドロン生成の剰交から、その存在を確

認され始めたことである。こうしてゲ
ージ理論に

よる大統一は益々Fの 可能性を高めつ
つある。大

統一理論については、私の仕事の紹介 も含めて

■1lczekよ う基調報告があった。会議中の井公式

な場では、S.巾61fram(Cal Tech),D61gcv(I

TEP,陥 sc研 )らと宇宮パリオン生成について詳

細な議論をした。この結果、Cal Lchカ レープに

よってBol↓z占皿 万程式の数値積分を含む詳し｀

数値計算が進行 していることを知 り、・hros c研カレ

ープも私と似た計算を進めていたことが判った。

なお、この国際会議の
一般的な報告は、帰国後に

東北大学の研究室で詳しく紹介した。

大統一理論の鍵になる陽子崩壊の有無は現在い

くつかの実験が計画されている。このことについ

ては、桜井 ,南部両教授から米国内での実験計画

の情報を得ることができた。理論的な崩壊寿命計

算に関連する問題点については、N.P.Ch理

(CCNY),Lttacker(Pend大 )氏らの指摘があ

った。

以上、主に私の研究に直接関連する事だけ簡単に

報告したが、他にも多くの研究者と
一々ここには

書きされない有益な議論があったことを記してお

きたい。

7 9 - 4 1 1 9

アメ リカ、負 ミェオン ・スピン回転 の研究

東京大学   久  野  良  孝

親まれている。、ェオンはスピン%を持つディラ

ック粒子で電子の207倍の質量を持ち、パイ制司

子の崩壊の際に生成し、弱い相互作用のため、そ

のスピンは自然に偏極している。そして、ミニオ

ンは2 2 μsecの寿命て電子と2個のニュ
ートリ

ノに崩壊するが、電子は、ミュオンスピンに対し

てある角度分布名持って放出される。したがって、

横磁場 Bの存在のもとでは、 ミュォンスピンはラ

ーモア回転を起こし、その崩壊電子の時間変化を

観測する事によう|その周波数を知 る事ができる。

これが、″SRの 原理である。

ミュオンには、正負二種類の荷電を持つ物があ

り、我 が々今回アメリカ合衆国の中間子実験施設

L4H41PEで行なったのは負 ミュオン実験であるの

でそれについて特に述べる事 とする。負 ミュオン

は物質中に止まると、その原子核 との間に東縛状

態 (ミ ューオニ ック原子 )を作 り、その基底!伏態

へ到達する。この時ス ピンの偏極度はスピン軌道

相互作用のため多 くて 18%く らいに落 ちてしま

うし、重い核|ではさらに原子核吸収の確率が増 し、

寿命が短か くなる事 もあ り、一般 に正 ミュオンよ

う負 ミュオンスピン回転の方が難 しくなっている。

負 ミュオンと流電 zeを持つ原子核は電子からは、

見かけ上、 (Z-1)eの 荷電を持つ不純物原子

核のように見える。このような意味で負 ミ‐オン

スピン回転は不純物NMRと 対応づけられる。し

か しなが ら、電子構造は同 じであってもよく見れ
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ば、負 ミェオンと荷電 Zeを 持つ原子核はま った

く(Z-1)eの 原子核と同一であるわけでない。

すなわら(Z-1)oと いぅ原子核の不純物NM

Rは まさに核の位置の電子スピン密度を測る事に

なっているが、負 ミュオンはZeと いう原子核の

まわりを lS状 態め半径でまわっているため主と

して核の位置からその半径だけ離れた所での平均

の電子スピン密度を見る事になっている。これに

よう我々は電子スピン密度の核のまわうの空間分

布に対しての知見を得る事となる。

我 々は、 1979年 の夏、mMPFの 高強度の

負 ミュオンピームを使用 し、これ らの物理を探究

するため、SSい強磁性体 Fesiぉ よび常磁性金属

Pdの ナイト・シフトを測定 した。以下それ らの

報告をする。(1)弱 い強磁性体 Fesi:我 々は低

温クライオスタットぉよび高温炉 を用いて、100

【 ,200K,300K,5 Xl【 ,1000【 でのナイト

シフトを測定 した。これ らのシフ トは実験誤差の

範囲でバルクなFeSiの 帯磁率にスケール%よ う

に見える。我々はその (K一 方)図 よう負 ミェオ

ンの感ずる超微細相互作用定数を (45.4± 5.

1)KOe/μ
BIIIllと決定 した。μヽ 1の相手とな

るFSi中 に微量に昆ぜた畑のN阿 神ま現在進御中

である。の 常 磁性金属 Pd i我 々はS‐ 相互作

用によるコア偏極のスピン密度の空間分布に関心

を持ち、昨年やは
4 LttPFの

負 ミュオンピーム

|

第 3回 質量分析国際会

を用いて低温 11【 のテイトシフトを測定 してい

る。今回は温度変化に興味を持ち、常温でナイ ト

シフトを測定 した。得 られた結果は、 (76土

09)夕 であ り、Pd中 の希薄Rhの 心取Rの 実験

結果 と大 きな誤差の範囲で一致 しているように見

える。これは昨年 11【 で得 られた大 きなナイト

シフトの相違 (gianし一llyperfine anoIIlaly)の結

果 とは違 っている。これを説明する 1つ の可能性

は次のようでぁる。負 ミュォンが基底状態に剣達

する際に放出される高エネルギーX線 の反跳で核

は格子の位置から飛ばされてしまっていて、常温

ではミュォンの寿命の間に戻 ってくる事ができる

が、低温では√mは 格子の位置にいないとい う

仮説である。しかし定量的確証 もないので、更に

精密なシフトの温度変化を測定する必要があるで

あろう。今回、我々は更に強磁性金属Niの 常磁性

相 での負 ミュオンスピン回転を750【 9800【 ,

1000【 で行なったが、緩和時間が早すぎてングナ

ルを観測する事はできなかった。ともか く、負 ミ

ュオンスピン回転は原子核周辺の電子スピン密度

について情報を与えて くれて、不純物酎■Rに よる

核の位置でのスピン密度の情報 と合わせれば、超

微細相互作用 のメカニズムにあらたな問題提起を

なすユニークを実験手段である事にまちがいはな

いであろう。

79-4120

ノルウェー、第 8回質量分析国際会議他

大阪大学   松  尾  武  清

毎に主にヨーロッ′将の各地で開かれており今回は

約 600名 の参力1者があった。私は大阪大学教養

部松田久教授及び同理学部交久瓶五雄博士 との共

同研究の結果について 「Ner silictn EIlllitler

for Ficld l xlizaticn and DesoIPtiOn」江a88

Specしiomeしry」 という演題で日頭発表を行なっ

た。内容は次に述べる3つのことである。 1)質

量数が数千までの難揮発性化合物のイオン化を可

能ならしめる新しいシリコンエミッターの開発、

2)こ のシリコンエミクターを用いて質量数が

l lX100までのポリステレンのマススペクトルの検

出、3)フ ィール ドディツープション イ ォン化

法をエドマン法と組み合わせることにより、ペプ

チド毘合物を前段分離せずに順次各々の 1次構造

を決定していく新 しい方法。
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現在の市販の質量分析器は測定可能 な質量範囲

は約 151Rlまでであり我々のグループがそれを は

ぼ 1桁 上げて 10000ま で測定可能である事を示 し

た事は今後の質量分析の新 t″い分野 を開 くものと

して評価 してもらった。またペプチ ドの 1次 構造

決定の新 しい方法についてせ)討演後多 くの方々か

ら賛辞 とコメントをうけた。

9月 1日 か ら28日 までは、オランダのアムス

テルダムにあるコOWI Institutc f∝ Ato血 iC

aEd NIolemlar PttSiesか らの招贈によりCID

(Col lisiKltl ind■lcd DIssociatiOn)Alass Sp―

ectroIIle tryに関する共同研究 を行なった。これ

英国胞子研究会議は 3

年毎に開催され、英国の

みならず広 く世界各国か

ら多数の胞子研究者が参

加 して活発な討論を行な

う。今年はケンブリッジ大学のエラ
ー教授のお世

話で 9月 18日 か ら21日 の 4日 間、ケンブリッ

ジ大学の働耐 ille and Chi(ls CollegeのLIvey

Cmれ で、世界 13ケ 国か ら約 100人 の研究者

が参加 して行なわれた。

細菌の胞子は熱、乾燥、薬品、放射線などに対

して強い抵抗性をもつ故に、 1960年 代までは

主 として応用的領域 (食品工業 ,医学 )で殺菌 ,

保存の面か ら盛んに研究が衛なわれていたが、

1960年 代 に入るとそれに加えて、分子生7//7学

的観点か らの研究が著 しく増加 した。それは細菌

の胞子形成が、細胞分化の最 も単純な しかも遺伝

的解析の可能なモデルシステムとして注目される

ようになったか らである。細胞分化の研究は現代

生物学 の中心的課題の一つであり、その研究か ら

得 られる基礎的知識は、が′句の発生機構の解明、

予防、治療法の確立などへ大きく貢献するものと

期待 されている。

会議は第 1国 「発芽 と発芽後成育 J、 第 2日 「

は有機化合物分子イオンをヘリウムガス と衝突さ

せてFraglttlenしationをおこさせ、その質量スペク

トルか らその化合物の構造を決定する手法であり

将来発展すると考えられる。滞在期間は 1ケ月間

であったが、実験結果を論文にまとめることがで

きた。

旧友 との再会等外国人研究者 と交流を深めえた

事 も有益であったが、日本を離れてゆっくりと自

分自身の研究指針の検討 ・再確認することができ

た事は大変有意義であった。この機会を与えて下

さった山田科学振興財団に感謝 したい。

79-4133

イギリス、英国胞子研究会議

広島大学  小 林 泰 夫

抵抗性 」、第 3日 「遺伝 と制御 」、第 4国 「胞子

形成 」についての発表があった。各誰演は討論 も

含めて20分 、小 じんまりしたホールに参加者全

員が集 って活発に行なわれた。筆者 も4日 目の年

前中に「胞子形成のリボソームによる調節機構 」

と題 して、胞子形成の初期にリポソ
ームによって

胞子形成特異的タンパク質の合成が調節 されてい

る可能性について発表 したが、あとで数人の人達

から良い発表であったとはめ られたのはお世辞で

はあろうが嬉 しか った。

会議は午前、午後 とも約 3時 間づつ途中に 30

分の休憩をとってゆ ったうとした雰囲気の中で進

行 した。全員がカレッジの宿舎に泊 り、夜は 12

時頃まで倍舎のバーやホ
ールで話がはずんだ。学

生の情舎 とはいえ 20帖 はあろうかと思われる広

い個堂にベッド ,テ ーブル ,椅子 ,洗面所などが

備えつけられ、 3度 の食事は物静かな美人のウエ

イ トレスのサービスで、日本の大学食堂とは雲泥

の差の料理が提供 された。学問的 レベルも高い く

1950年 以来、ケンブリッジ大学生化学科卒業

生に限 っても、既に4人 のノ
ーベル賞受賞者を出

している )このような環境の下で勉強出来る学生

達 を幸福だなと思 うと同時にまだまだこのような

面にまで力の及ばない日本の国力のアンバ ランス
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を思った。日本やアメリカで開催される国際会議

は、とかくハードスケジェールで日程におわれて

しまう感じであるが、今回の会議の運営をみてい

るとケンブリッジ大学 という場所柄 もうろうが、

何かしら古くからの学関の伝統のあるヨ
ーロッパ

とアメリカ、日本などとの差が感じられるようで

あった。

最後に、私が今回の会議に出席出来て多 くの人

達 と討論 し、且つ今後の研究に有益な示唆を得 ら

れたのは、山田科学振興財団から渡航費の援助を

受けたか らであり同財団に心か ら厚 く御礼申し上

げると共に、今後益 々発展 されるようお祈 りする。

1979年 9月 4～ 7

日の 4日 間、英国ダーラ′

ム (Etthaltl)大学で開催

された第 40回 英国発生

生物学会に出席 した。ロ

ンドンから北へ特ョ列車で約 3時間、スコットラ

ンドとの境に近 く位置するダーラム市は、大学の

他は 13世 紀に建てられた代表的なノルマン建築

といわれる大寺院を除けば、中世的な衝並みの落

着いた人口6万ほどの小都市で、約 250名 の学

会参加者全員が大学の宿泊施設で3度 の食事を含

めて文字通 う起居召共にし親交を深め合うことが

できた。

最近は 1年に2回開かれるというこの学会の、

今大会は最初の2ゴ間が一般講演と肢の発生と再

生に関するシンポシウムで、英国人のみによって

譜演が組まれ、後斉 2日 間は英国の他、米、仏、

スイス、独、伊、オランダ及び日本 (筆者のみ )

等か らの参加者が リンパ球の発生 と分化に関する

24の 講演 を行 うシンポジウムとぃぅ構成であっ

た。そのため、学公の前半 と後半に共通 した出席

者は比較的少 く常時 150名 程の聴衆が居たとい

うのが実態であった。

肢の発生、再生をめぐるシンポジウムは、次々

に登場する演者の示 した実験 そのものはむしろ

1950年 代以前の高典的なものから抜け出ていると

は云い難く、ただその解釈を「パターン情報」随 置情

報 」といった新しt鴻 度から試みているという印象で

79-4135

イギ リス、脊推動物におけるリ

ンポジウム

北海道大学

ンパ球の発生 と分化に関するシ

片 桐 千 明

あった。このシンポジウムにおける傾向にはその

専門以外 の人々から批判が多かったことも事実で、

一言で云えば、彼 らは大 きな問題にチャレンジし

ているがそのための有効な武器をまだ手にしてい

ないとでも云 うことになろうか。シンポジウム終

了後、関係者が一室に集 ってTermlntllo守を整理

するための論議の場を設けていたようであった。

リンパ球のシンポジウムは、系統発生的にT,B

リンパ球がそれぞれいつ頃出現 したかをまとめた

Ilr E.L.Cooperの レヴューで始まり、 主 とし

て哺寧L類を題材にリンパ球の発生、分化の chlo一

IItlⅢ既 をその動物の平均寿命 との関係で整理傘

るのではないかという跡 ・So161t10rlによる試論で

しめ くくられ、その間に 22の 講演が各 30分 ず

つの持時間で行われるという構成であった。これ

らの中、両生類を扱 った仕事が実に 14を 教えた

のは明 らかにこのシンポジウムを企画したDr.II

ortcIIの影響であるが、これは同時に筆者にとっ

ても誠に歓迎すべ きことであっに。無尾両生類は

免疫反応系を個体発生の極めて初期か ら調べ易い

こと、変態 という免疫系にとって興味深い現象を

個体発生の中に合むこと等か ら注目される実験材

料であり、多 くの研究が明らかにこれらの利点を

意識 して、実験発生的手法、リンパ球混合箸養等

の系でリンパ球の分化を的確にとらえるべ く努力

しているものであった。とりわけ胸腺 リンパ球幹

細胞のオリジンを睡の前腎原基の辺 りに追いつめ

つつあるDr.To球 insら の研究、またこフ トリ
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とウズラのキメラを巧みに用いてリンパ球のオリ

ジンを血島ではなく睡の後半部の特定部域に追い

つめつつぁるD■.Diet er ienらの研究が印象的で

あった。筆者は、胸腺原基を摘除してT細胞をも

たなくしたアフリカッメガエルの成体に、3倍体

個体の胸腺 リンパ球を移注することによって、胸

腺 リンパ球が a)陣 騎に入つて増殖すること、

b)直 接移植片攻撃に関与すること、 c)抗 体産

生にはヘルパーとしてのみ機能すること、等を明

らかにした実験結果を披露 した。この実験につい

てリンパ球供与者の年齢 リンパ球移注後抗原を投

与するまでの日数、供与者と受容者との遣伝的関

係などについて、いずれも的を得た質問を受けた。

実は筆者 らが用いたカエルはこのレベルの動物で

は他に得 られな軸 織適合的なものであり、この

コロニーを分けてほ しいといぅ注文を早速、2つ

の研究をから受けたことであった。

これら公の席か ら離れた場でも、問題意識を共

有する人々と個人的な対話を通 じて情報を交換 し

合 うことができ、筆者の研究室から来春 Pos↓d―

octoral fel10T7として 1人渡米する話が具体化

したのも収護のひとつでぁった。そして何 ようも

我々が進めつつある研究の方向についての評価を

身を以て知 ることができたのが、同じ研究室で仕

事 している若い学生諸君に対する大 きな床」激にな

った事を帰国俊靖感する次第である。なお、この

種の学会を日本で開催 しては しいといぅ要望を何

名かの人々が異日同音に述べるのを聞いたことを

つけ加えたい。

79-4144

第 4回 欧州強誘電体会

議が 1 9 7 9 年9 月3 日

か ら7日迄の間、ユーゴ

スラブィアのポル トロス

で開催された。実は 2年

前に第 4回強誘電体国際会議がソヴィエト連邦の

レニングラードで開催されたが出席者の顔ぶれに

若子の片寄 りがみられ、必ずしも充分な研究上の

討議ができたとはいえなかったので、incollalxl―

ensuraし。(不整合 )相転移について講演するよ

うにとの招待をうけかなり期待して出かけていっ

た次第である。

会議出席者は約 300名 で、特に中国から5名

の参加があったことは注目に値する。発表は日頭

約 50,ポ スターによるもの約 200と いったと

ころであった。連日朝 8時半から昼食、休憩をの

ぞいて年后 7時過ざまで日頭発表があり、年后 S

時半から10時 半まではポスターセッションとい

うことで、かなりの「労働 」であった。

もっとも目についた点は不整合相転移に関する

研究発表が急激に増えたことで、レニグラードに

ユーゴスラビア、第 4回欧州強誘部 会議

名古屋大学  石 橋 善 弘

おいても同様の題目で招待誰演をした者としては、

大変よろこばしく思った次第である。BasINaNbq5
で新 しい不整合相が見つかったことの他、不整合

相の対称性に関する理論、ESRゃ NQRに よる研

究、誘電分散の間懸など数多 くの新 しい内容の報

告がなされた。またラマン散乱による不整合相の

研究報告 も多かったが、ラマン周波数の温度依存

性については特に目新 しい ものはな く、今後は散

舌し強度の議論が必要 となるであろうとの印象を得

た。

臨界現象 もいつも通 う重要な柱をな してお り数

多 くの報告がなされた。特にItlul tic■itiCal p―

oinしの問題が活発に議論 されたが、今後は不整合

相 との関係で、いわゆるhfshitz Pointが 議論の

対象になっていくものと思われる。

応用の問題 も数多 く議論され特に高分子強誘電

体が強力にとう扱われていた。

会議の最終日に 「強誘電体の過去、現在、枢 」

と題 してパネル討論が行われ、主 として将来の民

望について意見がかわされた。このパネル討論だ

けでなく会議全体の印象 として もいえることであ
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るが、興味ある物質や将来解決すべきこまでまと

した問題が数多くぁることはわかったし、それな

りの指針 も与えられ、特に欧」ll各国の若い研究者

にとっては有益な会議であったと思う。しかしょ

り大きな展望について、「big inspiratiKIII」を

得ることは出来ず、少 残々念とも思った。

9-4155

フランス、第 9回有機金属化学国際会議

京都大学   生  越  久  靖

昭和 54年 9月 3日か

ら9月 7日 まで、フラン

スのD15611大学で開催さ

れた第 9固有機金属化学

国際会議に出席し研究発

表を行い、さらに座長をつとめた。会議後スイス

聯邦工科大学およびス トラスブール大学 を訪関 し、

ヘム等の関連領域の研究者 と討論を行 った。

本国際会議はヨーコッパ という地の利 もあって、

最高の参加人員 (950名 )が報告 されており、

日本からも40名 の参加者があり、フランスを除

く外国勢の中では多い方にランクされている。日

頭発表は4会 場で平行 して412件 の一般講演が

報告され、特別詩演 3件 、招待講演 15件 があっ

た。さらにポスターセッションは9月 5日 か ら9

月 7日 にわたって、 163件 の報告があった。従

来の分類のように典■u金属 Siを 中心に、Li,

SIg,Al ,B,Ge,sltめ Sまとめられてt るヽ。ま

た トビックスを中心,tカルベン錯体 ,ク ラスター

錯体 ,多核錯体の各ブロックが作 られた。触媒は

多 くの人が集中 し、特にフランスのパ リ大学&,

ga・I教授を中心 とする不斉誘導は盛況で、期間中

ゴールデンタイムが割当てられていた。生体物質

関連はフランス中心のものが多いが、今回ポスタ
ーでポルフィリン類 という項目が始めて設けられ

ていた。さらに有機金属化合物の電気化学 ,物理

化学,光化学がありtと りわけ有機金属化合物を
用いる有機合成が随所に見られるのが注目された。

開会式直後、ノーベル賞受賞のコ.0.Fischer

教授 (ド イツ)が特月」講演され、座長 も同受賞に

輝くイギリスのC.WilkinscHl教授がつとめられ

た。特に近年の進歩者しいカルビン錯体について
ドイツ学派 らしく重厚な示唆に富む講演で、座長

のウイットのさいた司会 とともに、満場の聴衆に

深い感銘を与 えた。と時は不仲を噂 された両教授

なるが故に、この和解 もまた功成 った偉大な科学

者の人間性と頑固な科学者乳を示す ものとして興

味深い ものがぁった。

全体 として眺めると報告の内容はさらに多様化

し、会議のスケール も膨脹 している事実は多 くの

分野か ら有機金属化学へ興味が向けられているこ

とを物語 っている。依然 として若t研 究者に魅力

を啓 しさせるものがあると云えるだろう。本国際

会議は高いレベルを維持 しているものと評価 され

ているが、現在の盛況 と肥大化は未来における研

究の分化を意味するのか、今後その質が関われる

時期が到来するものと思われる。さらに本会議で

は、欧米諸国は省エネルギ=お よび省資源を意識

した有用 な均―系触媒の開発と探索に力を入れて

いるものと推察せ られた。関係会場では企業の研

究所か ら派遣 された研究者の参力「が目立った。そ

の意味でクラスター錯体に期待が寄せ られている

が、実用化への道はかなうきび しいものがある。

ついで、有機化学者の多い会場では、天然物お

よび有機化合物の合成手段 として有機金属錯体を

巧妙に用いる研究に大 きな関心が もたれてぉ り、

付加価値の高い合成品の誘導に期待が寄せ られて

いる。生体関連部門はやは リヘムが中心で、M

anSu7教授の生体内水酸化反応におけるモデル系、

ヘムヵルベン錯体の報告は注目されている。この

分野へのフランスの研究者の進出は瞳目すべきも

のがある。過去参加の多かった実、米の研究者の

寄与が少なかったのは惜 しまれる。

本会議終了後、ス トラスブール大学の生物化学

科 を訪関 し、共通の話題について討議 し、相互に

有用な情報の交換を行 った。特に陥 iss,Lh,
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Callot各教授の共同研究組織で強力にヘムの研究

が推進されている。若いパリ大のMansw.グ ル

ノーブル大のMarcllcn両教授らを中心にこゝ2～

3年 の間にヘムの研究は急速の進展を見せている。

アメリカはどの華やかさはないが自然科学を育ん

だョーロッパの土壊のしたたかさを感じさせる。

限られた日数とテ
ー旨ではあつたが各国の研究者

山田科学振興財団の援

助により、今秋、 ミュン

ヘンで開催 された磁気国

際会議に出席することが

でき、また、会議の前後

にヨーロッパ各地の主要大学、研究所を訪関する

機会をえた。

磁気国際会議は、 3年 毎に開催 される磁気関係

の最 も大 きな国際会議の
一つで、今年は 9月 3日

-7日 の 5日 間、 ミュンヘンエ科大学で行なわれ

た。参加者 リストによると参加者は 34ケ 国か ら

約 1500人 (そ のうち、日本から約 100人 )

である。講演 は招待認演 ,特BU講演および
一般講

演 (口頭 とポスタ
ー )か ら成 るが、総数約 700

にも達 し、ある場合にはポスタ
ーセツシヨンを含

め、 10の 講演が平行 して行われる過密 プログラ

ムでぁった。詩演内容は多岐にわたるが、以下私

が興味をもづ庵歴電子系の磁性に関連する講演 の

い くつかを簡単に報告する:(詳 細な報告は、来

春、 え 肱αg]を ″%″'の特別号に掲載され

る。)

J.Fricdel、 金属合金の研究の最近の傾向に

ついて、物理的イメ
ージのはっきりした説明を行

った。P・mldeを 議長 とするパネル、デ イスカ

ッションでは、前半、O【 ・411dersen,J.Fr

iedel,【 lV・E!Stttensは 、バンド理論の現

状をllg介し、基底状態 に関する限 り、それが大変

良い近似であることを示 したo後 半では、To M―

Or■yaと R.Do比 angeは 、有限温度の問題に対

との間の情報交換 もスム
ースに行い得たので、本

会議参加の目的を果 したものと思われる。今回得

た情報等については将采の研究および教育へ活用

すべ く努力したい。

最後にこの貴重な機会を与えて下さった山田科

学振興財団に深 く感謝する。

7 9 -4163

西 ドイツ、磁気国際会議

東京大学   長 谷川 秀  夫

しては―lh近似は不十分で、スピンの揺 ざの効果

を入れることが重要であると強調 した。D.m―

■7BIdSは、特別講演 で遍歴電子磁性の最近の問題

点を指摘 した。また磁性 と電子構造についての最

近の発展が、D.C.Poし tiforによってレビュ
ー

され、Local SPin ttnsiけ法を用いた疑集工弟レ

ギーの計算、および局在モ
ーメン トの存在条件を

どが議論された。

筆え勲ま、「SIngle―Site FR‐c↓i tlllal―Inlescal

AIProarllし。ItIIlerant Elec↓rKxI Ferromagn―

e↓islrl」という標題の一般口頭講演を行った。遷

移金属合金の磁性を説明するのに「遷歴モデル」

と「局在モデル」のいずれが優れているか、とい

う問題は古くて新しい問題であるが、筆者の講演

では、磁気モーメントの揺 ぎの効果を取 り入れる

ことにより、「遷歴モデル 」の枠内でその磁性が

説明しうることを示したがかなり好評であつたo

過密と思われる昼のプログラムが終了するとタ

刻から種々の催しが間かれた。「古い楽器を用い

た音楽会 」とか、「助 lElhausen官殿での音楽会」

また、有名なLもwalbrau監 1lerでの宴会などと、

夜のプログラムも多彩でドイツの音楽、歌、踊う

を楽 しむことめざできた。

国際会議の前後にⅢ畔rial C01lego(ロ
ンドス

イギリス )、Cavendish研究所 (ケンブリッジ、

イギリス )、Mぶ ―Piancヒ研究所 (スツツト舟
レ

ト、 ドイツ)および、パスツ
ール大学 (ス トラス

ブルグ、フランス )の各大学、研究所を訪間し、

コロキウムで研究内容を講演 したり、関連する間
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題について研究者と親しく議論することができた。

今回の初めての海外出張によって国内では得 ら

れない種々の貴重な体験をすることができ、その

機会を与えてくださった財団に深 く感謝 している。

第 9回】ヒ米神経科学集

会は 11月 2日 か ら6自

迄、ジョージァ州 アトラ

ンタ市で開催 された。演

題数 2755(昨 年 より

663題 増力])の マンモス学会である。内容的に

解剤学 、生理学、生化学、薬理学、臨床神経学、

心理学、動7/2行動学な ど多分野か らの参加がt71り、

互に交流できるのが特徴 である。

筆者の話演 したシンポジウム hfoIIIlatim P―

rocessing in L立ェュしe Soコdatosensory Cbrte【

は 4人 の詰演者か らなり、そのプログラムは下記

の とお りであった。

S YWIP o s l uAt

4 11tforlllati∞P】ocessitt ia■PIIBIale Som一

atosenscIァ  CbI↓6X

SAT.8:30 AM一 m∞ I1 300

0 LinlB A:E.P CARDND■

O igallizatim of prlIIBし e solltl aしoseコにoly

co■lex : anatolnllical consideratiOIIs  」 II

KttAS.Valldttbil t univ… NasttilL i TN.

Processinsc Of lnoving s↓!lmuli by s-l and

S-1l coltical II引ェrms.B_L.巾 EITSコ L.

モLiv. of NOrth Cら r01lDa SCh. of■ lr d. ,

C凡押el IIill.NC.

lBLlibiしion's lole ■n s。コlaし。sensOrァpat―

teln Ⅲ IccPtitl■・回.P.GAPvDNE■ .NYllT

Sch.of M組  ,Ntt Yolk,NY

Cortical II●llr tllal ●kli r e]ates Of tactile

baaviKli and shape percoptiOn,Y. I口 らM―

URA.Tob Univ sch.of M ed,TOkyO.

JK■Pan,

【aasの 討演の要旨はサル皮質体性感覚領 には

細胞構築学的に 3つ の領野、 3,1,2野 がぁる

79-4184

アメリカ、第 9回 北米神経科学集会

東邦大学  岩 村 吉 晃

が、外部位が この3つ に独立に投射するとい うも

ので、この結論は麻酔下に行った実験に もとづい

ている。Wh lselは 演題内容を変更 し、脳染を経

て対側皮質体性感覚領から来る線維連絡について

述べた。

Garherは 前腕投射域にある「動 き」を感知す

るこェーロンの時空間特性を記述 し、「方向識別

性 」が、視床ゃ皮質にあるシナプス后抑街」機序に

よっているという説明をこころみた。筆者は無麻

酔サルの 3,1,2野 のニューロンの受容野特性

を比較 し、 3野 ではSomatoしo野 があるが、 2野

ではこれがみ られないこと、即 ち情報が収敏 ,分

散することを示 し、輸 asの 意見に反論 したとこ

ろ、臨 asは これを認めた。次に2野 に複雑な特

徴抽出ニューロンが存在 し、如対象の形態識別に

かかわっているなど、 2野 は 3野 よう一段すすん

だ感覚情報処理の場であることを述べた。これは

おおいに聴衆の関心をひき、母」屈」や実験データを

送 ってFましいといぅ依頼 を多数 うけた。結局北米

において体性感覚の中枢機序の研究が解音」学を除

いてやや低迷 している現状において、我々の研究

結果は、時宣を得た ものであり、彼等に刺激を与

えるに充分でぁったといえる。しか しそれだけに

筆者にとっては、充分を内容 をもった討論ないし

反論をきくことができないといぅ不満が残 った。

我々はビデォシステムによるサルの自発行動の

観察 とこれとこューロン活動の対応 という方法を

とり、これが成果をあげているわけであるが、 こ

の学会では行動学的な分析の重要性を指摘するシ

ンポジウムゃヮークショップが 3つ あり、なかで

もコウモリの聴覚や、フクロウの視覚についての

研究成果は大変興味深い ものでぁった。こうして

高等動物の脳研究についても、我々のとっている

「エソロジカル Jな 見方が必要かつ正 しいことに
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ますます確信を抱 くことができたのも、この学会

出席の成果のひと?で あった。

1 メ スパウアー分光学

国際会議

本年度の「メスパウア
ー分光学国際会議」は、

イタリー国境からバスで

1時間程のアドリヤ海に面したユーゴースラビヤ

の避暑地Pol tor立で、9月 10日から14日 迄開

催された。

ユーゴースラビャh3bljataの」.Stefan研究

所の取れ発I女史が委員長をつとめた。この会議

は昨 1978年 京都で開催された会議の次年度の

会議で、今迄主として西ヨーロッパと東ヨーロッ
パで毎年交互に開催されている。

参加者は登録者郭296名 で日本から11名が

参加 した。会議はPortoloとの会議場において単
一セッション方式で行われた。発表された論文は

全部で288編 でうち招待討演13編 ,日答発表
42編 で、残うは午後のポスターセッションで発

表された。発表さキた論文の内容は、理論および

方法論 。30編 ,緩和現象 ・12編 ,非品質 ・27

編 ,化学 。49編 J治金学 ・30編 ,地球科学 ・

15編 ,格子欠LrfB,32編 ,新 しい測定方法 ・9

編 ,生物学 。17編 で ,その他表面の磁性に関す

る討論会が行われ■。この会議では従采メスパウ
アー効果を主な研究手段 とする広い分野の研究者

が年一回ギ堂に会 けて、研究発表および討論を行

って来た。最近メるバウア
ー効果の測定および解

析方法がほ 確ゞ立ウ研究対象 も出つくした観があ

り、現在新 しい測定手段が盛に模索されているよ

うである。

79-4185

ユーゴスラビア、メスバウアー分光国際会議他

京都大学  1中  村  陽  二

さいごにこの学会出席のための援助をいただい

た、山田科学振興財団に心から御ネし申し上げる。

なお、今回初めて中国か ら2人 の研究者が参加

し最近の中国における近代化路線 を示す ものとし

て注目された。会期中開催 された国際委員会にr●

いて今後の国際会議開催について討論が行われた。

筆者は一つのセッションの座長をつとめ、国際委

員会に出店 した。

2 磁 気弾性会議

「磁気弾性会議 」はイギリス物理学会の磁気グ

ループ主催の下に、 9月 24日 ロンドンのR署 一

eII↓s ParとにあるBedford Ccllegeで 行われた。

イギリスの磁気 グループは、毎年 4回 ロンドンと

オックスフォー ドで各専門分野の研究会を行 って

いるが、今年はたまたま 9月 上旬西独の ミェンヘ

ンで 「磁気国際会議 」が開催されたので、この機

会に各国の研究者を招いて上記の会議を開催 した。

出席者は登録者 26名 というさ やゝかな もので

日本か らは3名 が出席 した。発表は全部招待講演

で主 として磁性体の磁気弾性効果に関する理論及

び実験の 8編 であった。筆者は金属合金および金

属間化合物の磁気体積効果についてレビューを行

った。    |

3 そ の 他

西独 ミュンヘンにおいて 9月 3日 か ら7日 まで

開催 された磁気国際会議に出店 し、イタリーの

FerraIュ大学、西独 hlidlの 原子力研究所 、西

独Duisbulgの6esaIIlしh∝hschtlleおよびMarln―

esllttam研究所 、イギリスのSouthaIIlpttlll六岸等

を訪関 し、研究討論および講演を行った。
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イソプレノイド会議は

1965年 以来隔年にポ

ーランドとチェッコスロ

バキヤに於て開催され東

欧諸国からの参加者が多

い国際会議である。今回はポーランド科学アカデ

ミー有機化学研究所のM.mcと .教授が組織委員

長となってポーランドの首都ワルシヤフの北西約

200れ にあるトルン(TOr砿 )市 のヨベルニク

畠麿雷猛合i曇 豊民参需督象暑品号を:造 岳量場

の予定の200名 を超過 したが、宿泊施設の都合

および会議があまり大規模にならないという主旨

からかなりの数の参加申込者が出席できなかった

とのことであった』ヨーロッパ諸国を中心とする

21ケ 国 (オ ーストラリヤ ,ブルガリヤ ,カナダ

チエッコスロバキャ,フランスコ東独,西独,ハ
ンガリー ,イ ンド ,イタリヤ ,日本 ,オ ランダ ,

ポーランド,セ ネガル ,スペイン ,ス エーデン ,

スイス ,実国 ,米国 ,ソ連 ,ユ ーゴスラビヤ )か

ら参加者を得て、 と 3の 招待講演があ り、また5

日間にわたり年後の 1-2時 間はポスターセッシ

ョンによる一般発表 (90余 )が行をわれた。日

本からの参加者は筆者のみであった。(過去には

第6国会議に中四香題教授 (コロンビヤ大学 ,米

国 )が出庸されて,卜るにか、日本からの参加は無

かったとのことでそる。)今回は前回迄にくらべ

西欧諸国からの参加者が非常に増加し、ポスター

- 4 1 9 0

ポーランド、第 8回 イツプレノイド会議

名古屋大学   山  田  静  之

セッションでは特に議論が活発で、討論が夕食時

に延長される場合が多く、個人的に各国の研究者

と知 う合う機会に恵まれ有意義であった。

会議の内容は、天然物有機化学の重要な一分野

であるテルペノイドに関する化学的研究 ぅとくに

生物活性な物質 (昆虫ホルモン ,抗匿易性物質 ,

香料等 )の反応 ,合成に関するものが多 く、また

新規テルペノイ|ドの構造研究、生合成研究等、広範

な分野に亘っていた。ポーランドを中心とする東

欧諸国ではステロイドの構造と生理作用との関連

および合成研究が盛んに行なわれており、この分

野のげ究発表わつ かった。招待講演は最新の研究

成果を盛 り込んだ内容のものが多 く、例えば新し

い型の抗生物質の抽出分離 ,構造決定 ,生合成の

総合的研究成果 (D.4rigKIIli教 授 ,コTH,ス イ

ス )、植物起源の新奇構造を有するテルペノイド

の研究 (コ.DohilttaIIEl教授 .ベルリンエ科大学 ,

ドイツ)、鉄錯体を利用したセスキテルペノイド

合成 (A.」 .Bilch教 授 ,オ ーストラリヤ国泣大

学 ,オ ース トラリヤ)等 この分野に於ける世界の

最高水準の研究結果が講演され参加者に強い刺激

と多大の感銘を与えた。参力『者の宿泊施設は大学

内の学生寮であり、また会期中夜は大学内でのレ

セプションやトルン市内でコンサートがあり、郊

外の森で野外バーティが催されるなど会場外では

リラックスした雰囲気で各国の参加者と話をする

機会を得たことは有意義なことであった。

7 9
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79-4199

薬用植物に関するユネスコセ ミナー

東北大学  曳  野    宏

1 9 7 9 年 9 月 1 0 日

から 14日 までタイのバ

ンコクで、薬用植物に関

するユネスコセ ミナーが

開かれた。このセ ミナー

は東南アジアで薬用植物をいろんな面か ら研究 し

ている人たらを集めて討論 し、斯界の発展に寄与

しょうという目的で、ユネスコの天然物化学の東

南アジア地域ネットワークの主催で開かれた もの

で、組織委員会はJir仰町gse教 授 (も っともタイ

ではふつう姓は使わず、
1名
を呼んでVidliara教

授 という。最近 Chulal温 ぶorn大 学薬学部を停年

退職 されたが、今でもタイの生薬学会の会長をし

てお られる )を委員長 とし、その他主 としてCh―

ulalongkom大 学の多数の職員で構成されていた。

日本か らは筆者 と東京大学薬学部の秋山敏行助教

授が特BU講演者 ということで招待 された。他に学

生 として東京大学薬学部の野 口氏 と、それに前の

週にォース トリアで開かれた伝統医学に関する国

際会議に出店 された北里研究所附属東洋医学総合

研究所の大塚恭男部長が特別参加 された。筆者は

幸い山田科学振興財団か らの援助を受け、出庸す

ることができた。

セ ミナーは日本 ・韓国 ,香港 ,フ ィリピン ,イ

ンドネシア ,シ ンガポール ,マ レインア ,バ ング

ラデシュ .イ ンド,ネパール ,イ ラク コイギリス

の 12カ 国か ら約 20人 、その他タイからは多数

の関係者、オブザ ーバ千が参加 し、Chulalon―

ぶorn大学の会議場で行われた。

開会式はC bulabrIOrn二女の臨席の下に行われ

たが、同二女は大学では化学を専攻されたという

ことで、こういうセ ミナーに も関心がおぁ りとお

関さした。護衛 もどこに居 るのか判 らないような

有様で、気経 に出歩かれる皇族のあ り方には強い

感銘を受けた。

セ ミナーでは 6題 の特]U講演 と25題 の
一
般講

演が行われたが、その内容は卒直に言えば玉石混

清 といったところでなかには特別講演 といいなが

ら極めて水準の低い ものがあったことも否定でき

ない。研究に対する強い関心 と意慾 はあるものの

全体の学関水準が低い地域では、実際の研究がそ

れに伴わないとい うのが実状のようで、これもま

た止むをえないことだろう。

日本から参加 して特別講演をした筆者は、筆者

たちが最近行 っている漢薬麻黄の有効成分につい

ての研究を紹介 し、秋山博士はサポエンの単離 と

構造決定について総説講演をされた。後での反響

から推tFlすると日本での研究水準の高さは大いに

評価 されたらしい。また日本での漢方診療につい

ての現状を紹介 された大塚博士の講演は、伝統医

術の名の下で全 く無統制に診療行為が行われてい

る東南アジアの人々には感銘 というよりは驚 きを

す ら与えたようであった。

何 しろ5日 間ほとんどカンプメといった状態で、

御動にはとん ど自由がないといううらみがあった

が、お影で東南アジアの人たちが何を考え、何を

やっているかということがよく判ったことは、筆

者にとっては大 きな収穫であった。

最後の 1日半は ビルマ国境 までもう少 しという

Fran clla□h■riへのエクスカーションであったが、

薬用植物の研究者 とはいいなが ら、ほとんどの人

は植物には関心がな く、お陰で現地ではJ iral■ぃ

ngsc教授か らはtま個人教授のような形でタイの

薬用植物の話を聞けたことは望外の幸せであった。

終 うにあたり、セ ミナーを組織 され、 5日 間に

わたってほとんどつき切 りで歓待 された関係各位

に深謝すると共に、援助 を与えて下さった山田科

学振興財団に改めて厚 く御礼申し上げたい。
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7 9 - 4 2 0 0

アメリカ、オキソカーボン国際シンポジウム

東北痔  伊 藤 光 男

1 9 7 9 年 9 月 1 0 日

か ら15日 までアメリカ,

ワシントンD.C.で 開催

されたアメリカ化学会年

会の一部門 としてオキソ

カーボン・シンポジ|ウムが企画され招待講演の依

頼を受け、山田科学振興財団よう渡航費の援助を

得て任務を完了 したので報告する。

オキソカーボンとはCnOn(a車 3,4,5,6)

の炭素環化合物で約 20年 の研究の歴史があ り、

分子構造 ,反応性 ,団体物性の面で注目され活発

な研究が行われている。今回のシンポジウムはォ

キツカーボンの研究の現状を総括 し今後の発展の

方向を模索する意図で開かれ、欧米各国か ら多数

の研究者が出席 し国際シンポジウムにふさわしい

ものであった。シンポジウムはこの会議の発案者

でオキソカーボン研究の先駆者であるウイスコン

シン大学のウエス ト教授の冒llR講演に始まり、合

成 ,反応性 ,分子構造 ,物性等多岐にわたる約 20

篇の研究成果の発表及び活発な討論が行われた。

筆者はオキソカ「ボンイオンの共鳴 ラマンスペク

トルについて講演を行い、オキソカーボンイオン

は最低電子励起状態でヤーン ・テラー効果を起 し、

イオンの対称性が低下 していることを示 した。励

起状態イオンの分子構造は物性、反応性を理解す

る上でとくに重要であり、質疑応答が活発になさ

れた。本会議のにかに非公式の研究会 も開かれ、

情報交換、研究の協力体制の確立、将来の研究の

万向づけ等について議論 し、多 くの有益な成果が

得 られた。

このほかに筆者の専門に近 い物理化学の分科会

にも出席 し討論に参加 した。ワシントンに 3日 間

だけ滞在 し時差を解消するいとまもない忙 しい旅

行であったが、多 くの友人に会 うことができ大変

楽 しい旅であった。これもひとえに貴財団の援助

の場であり、深 くお礼申し上tデるとともに、貴財

団の益々の御発展をお祈 りする。

9-4217

オース トラリア、

京都大学

国際磁気圏研究シンポジウム

松  本    紘

国際磁気圏研究 (In―

ternatiduI Mattto―

Sい。riC Stud7,IMS)

シンポジウムはォース ト

ラリアのラ・トローフ大

学で 1979年 11月 27日 か ら12月 1日の 5

日間行なわれた。このシンポジウムには世界各国

から約 150名 の関係者が集い、 IMS期 間に得

られた地球磁気圏“1関する新 しい知見の発表が行

なわれた。講演数は 128編 の論文が予定されて

ぃたが 20件 程 (主 としてソ連からの寄稿 )がキ

ャンセルされた。それでも時間は足うない程熱の

こもった発表と議論が行なわれた。我国からは 11

名の参加者があり16件 の論文発表があ り、筆者

はこのうち2件 の発表を行なった。 1件 は地球磁

気圏尾部で起 ると考えられているX型 磁気コネク

ションで果 して粒子力「速が実際に起 りうるかとい

うことを計算機シミュレーションで実験 してみた

結果を発表 したものであった。結論は実際にオ
ー

ロラ粒子 も相対論的電子、イオンも生成 されると

い うことでぁった。この報告の前に ドイツのマッ

クス・プランク研究所教授のパシリアナス博士が

0型 リコネクションでは大きい粒子加速は望めな

いという発表 したこととも関連 し大変活発な質疑

応答を行なうことが出来、詰演後 も多 くの人々か

ら論文の別刷の請求 もあったりした。やは うこれ
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からの研究は定量的研究が必要で、定性的議論で

は人々は最早納得しなくなっていることを示す 1

つの材料として興味深かった。他の 1つは、我国

の IMS人 工衛星として打上げられたEXOS,宝 ′

コXOS■ Bの 二つの科学衛星の成果を発表する我

国からの 6つ の話演の 11つとして行なわれた。コ

'ЮS■Bで 観測されたVLFプ ラズマ波動と高ネ

ルギー電子との波動―粒子相互作用の観測結果の

詳細が発表され、外国の衛星 との比較という点で

いくつかの質問もなされたo

第 2週 目の 12月 2日 ～ 12月 8日 には、国際

測地学地球物理学連合 (IUGG)の シンポジウム

が行なわれ、こちらには約 1900名の参加者があっ

た。筆者はこのうちの1畑 A主 催のスペ
ース ・プ

ラズマ中の波動インスタビリティー・シンポジウ

ムにおいて、我々の行なってきているホイッスラ

ー・モード波の非線形波動 ・粒子相互作用の計算

機シミュレーションの結果を発表 した。このセッ

ションにはスペース・プラズマ中の非線形現象の

南極陸水研究作業委員

1会 Fま 1 9 7 9年 1 0月 10

1日よう17日 まで、オー

iス トラリアのメルボルン

市で開催された。貴財団

の援助によう綿抜邦彦 (地球化学 )が出席 したに

か、中谷周 (地球化学 )、由佐悠紀 (地球物理学)

鈴木実 (生物学 )の計 4名 が日本より出席 した。

会議の出席者は全部で 24名 で一ィ童に会 し研究報

告を行 うと共に今後の帯極の陸水研究の方針につ

いて討議を行なった。 |

会期に先立ち、 10月 9日 夕刻 メルボルン市内

の南極研究部で歓迎パーテイが開かれ、各自胸に

名札をつけお五の親陸を深めた。

10月 10日 ようメルボルン市内の気象局の会

議室で研究集会が行われたo会 議のプログラムと

その概要は次の通 うである。

10編 の理論が公表され、筆者の発表 も合め、有

意義な意見交換が行なわれた。 IUG酪 会は広 く

測地学 地 球物理学を合み非常に多くのパラレル

・セッションがあり聴 く為の選択に困る程であっ

たが大変盛況であった。

オーストラリアは夏であり、夏のクリスマス・

ツリーには多少異和感を覚えた。オーストラリア

はイギリス系の文化の伝統をもち、その強いオ
ー

ストラリア訛うと共に米語 とは異なる実現に出 く

わし当惑することもあった。例えばWhat abOtlt

a sAlleeじ〔【oK〕? と言われて、その[【o【〕
がC水 oで あることが解 るのに二 ・三度のや りと

うが必要であったりした。今回は日本からの参加

者 も多 く日本人の成果が多 く発表 され、世界に日

本健在の印象を与えることが出采たと思 うが、山

田科学財団の今度の御援助 もそれに役立 っており、

大変感謝する次第である。御礼の言葉をもって終

りとしたい。

79-4224

オース トラリア、南極陸水研究作業委員会

東京大学  綿  抜  邦  彦

10月 10日 午前は、座長が【・K erりで南極

観測の現状 とその研究組織についてB.■ 印巾∞d

が英国を、綿抜が日本 を、オ
ース トラリアに関 し

てはK.K eriァめ紹 介 し、その概要は会期中にブ

リン トとして配布 された。

10月 10日 午後は、座長がII・B raけでこェ

ージランドの研究概要が■ B Iad7により簡単に

示されたのち綿抜邦彦が日本の南極湖沼の研究の

報告を行なった。

10月 11日 午前は、座長が綿抜邦彦で南極の

地史における年代決定の問題点について綿抜邦彦

が解説 し、ついでII.B抑 サにより化石を用いる

古陸水の研究成果が報告 された。さらに中谷周に

よリドライパレー地域の特殊な湖酒水の研究の報

告があ り、現在 日本で行なっている研究 も追加報

告 された。

10月 11日 午后は、座長が上・Burしonでオ
ー
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ス トラリアの基地周辺にある湖沼の研究成果がEl・

B ultKIlにより報告されたうと、由佐悠紀が南極

湖沼の水温分布がどのような1/2理的な意味をもつ

か現在までの成果 と今後の問題点について報告し

た。

10月 12日 午前は、座長がD.駈 oltl asで南

極における生物の分布、生態について
一般的報告

がD.Thomasよ うあり、今後の総合的研究の必

要性が検討された。

10月 12日 午後Fユ、座長がRo Eanrlで湖印

の微生物および物質収支の問題が報告され、炭素,

窒素 ,硫黄のサイクルについて論義を交した。

10月 15日 午前は、座長が So Wrighしで生物

化学的問題が南極湖沼の一次生産との関連で討議

され、今後測定すべき項目と物質について意見の

交換を行なった。

10月 15日 午後は、座長がB,Eり 配odで主

として淡水湖中の生物の生態に関する報告があり、

淡水湖の研究の全地球的意義について討議された。

10月 16日 午前 7年後ともに座長はK.【 e―

・呼 で今後、南電の湖沼を研究する際に、湖沼を

どのように分類 ,整理 していくべ きかについて討

論が重ね られ、提出された原案を大巾に修正 し分

類表を作製 した。なお年後の座長は■・Burtmが

つとめた。

10月 17日 午前は、座長が‖ Wi llialtlsで

今後の研究課題 としてどのようを ものを取 りあげ

るべきかを討議 し、 16項 目の問題 を提起 し磐理

した。

会期を通 じて研究の現状の紹介のあと十分な時

間をかけて討論す る方式が とられ、密度の高い集

会であった。今回の成果はSCAR(S cientific

Coコmilしee of An,arctic ttsea■cll)に報告 し、

報告書を印刷 してもらうよう要請することで衆議

‐決 した。

会期中 10月 16日 (日)には全員がH eales▽11le

の野生動物公園を訪れ昼食を共にし、オ
ーストラ

リアの自然を楽 しみ親陸を深めた。

今回アメリカに流〔遣さ

れたのは、インターフェ

ロン(以下Ifと略す )

に関する三つの国際会議

に出席するのが主目的で

あった。Ifは 生体に抗ウイルス性を賦与する作

用のある一種の蟹自質であるが、最近抗 ウイルス

効果だけでなく、抗痛作用など種々の生理作用の

あることが知られてきた。しかも
一般の奏物とく

らべて毒性が低いので、今後の抗ウイルス剤
・抗

殖剤としてとみに期待をかけられているものであ

る。研究 ,応用に必要な多量の Ifを 生産するの

が困難であるなど種々の問題はあるが、近年各方

面にわたる基礎的ならびに技術的な進歩がいちじ

るしく、実用への展宰が急速にうかるくなりつつ

ある。このような気運を背景に三つの会合が引続

いて開かれた。

―フェロンの基礎的研究

サ1 出  由  己

テキサス州ダラスのフドレー分子医学研究所主

催で、 10月 18～ 20日 に「インタ
ーフェロン

国際シンポジウム」が開かれた。この私立の研究

所はヒト自血球 モfを大量生産している数少ない

機関の一つで、ヒトヘの投与試験を行っている。

この会合ではIf十の大量生産、臨床応用をめぐる

話題が重要で、アメリカ、スエ
ーデン、イスラエ

ル、ソ連などからの報告が注目された。

ニェーヨーク科学アカデミー主催のシンポジウ

ム「ィンターフェロンの調節機能 」(10月 23

～ 26日 )は、臨床応用を除外 して基礎的諸分野

をひろく討議するものであった。これは同アカデ

ミーが数年おきに抗ウイルス物質のシンポジウム

を主催してきた実績をふまえ、ことに現在の If

研究のはげしい進歩を反映して、質量ともにきわ

めて充実したものであった。Ifの 精製法の進歩

は目をみはらせるものがあり、数種の分子の
一部

79-4225

アメ リカ、インタ

京都大学
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ア ミノ酸配列 の決定が注目をあつめた。抗 ウイル

ス作用の分子機構研究の進展 も現在の特徴 の一つ

であ り、他方 Ifの 作用の多様性の認識か ら、細

胞生物学 ・免疫生物学 と深 くかかわるという、研

究のひろが りも強 く印象づけられた。ここ●私が

報告したのは、マウス If分 子の性状、 とくに抗

原性の解析、マウス ・ヒトIf間 の抗原性の共通

な分子種の発見である。これによって従来マウス

とし卜の間にあった不一致が解消 して両者の If

分子種を統一的 に把握できるようにな り、ひいて

はことなる動物種の lf分 子の関係についてひろ

い見通 しのえられる可能性をひらいた ものとして

主催者はじめ多 くの研究者から高 く評価 された。

ワシントンでの会合はPDAが 主体になって組

織 されたワークショップで、臨床実験に用いる If

あわただしい学会準備

と旅行準備のあと、飛行

機“こ乗 ったとき、さす力S

にはっとした。飛行機は

空いていたのでゆったり

とした気分を楽 しむことができた。十数時間後ア

メリカ本上を飛行機か ら見たとき、やっと来たな

という実感 と、本が少 く、こげ茶色の地肌をむき

だ した山々を見て、日本の山と異質だと感 じた。

ロサンセルスでの電気化学会はポナベンチャー

ホテルの近代的かつ豪華な室を貸 り切って行われ

た。このホテルは一指 シングル45ド ル くらいで

とても高かったので、附近に安宿を見つけ、そこ

を寝城にして歩いて通 うことに した。

学会前夜、Cet Togeher iく お末の会 とい

ったもの )が開かれた。いろんな人が自由きまゝ

に会話 を楽 しんでいた。この学会についてとくに

気づいたのは、参加者に若い人が少いことであっ

た。どうもアメリカに於ては研究室のボスが発表

し、自分たちの仕事を誇示する傾向が強いようで

材料の基準をつくることをめざしたものである

(10月 29日 )。 こ の種の試みの最初の ものであ

り、具体的な基準づ くりはなお多 くの時日を要す

ることであるが、各国の研究者がこれについて意

見をたたかわせたのは大いに意義があった。

会議の内外で諸夕1国の一親研究者 と討論する機

会の多かったことは今後の我々の研究の進展に非

常に有益であった。ペンシルバエア医科大学 Pa―

uttcI博士の研究室で一日をすごし、セ ミナーを

して我々の研究を紹介し、最新の研究情報を交換

した。また同博士およびテキサス大学Georgiades

博士か ら、貴重な抗血清の分与を受けえたことは、

もっとも重要な収陛の一つであった。

79-4229

第 156回 電気化学会 とシンポジウム 「半導体電極

の光電気化学 J

分子科学研究所   坂  田  忠  良

ある。皆んなコーヒーとケーキーを食べなが ら、

会場内をうろつき、これはと思 う人 と話 し込んで

いた。アメリカ人Fま気 さくで、目が会 うとこコツ

と笑 う。そこで思わず話 しかけるとい った雰囲気

であった。ここでも中国か ら団体派遣 された研究

者数名に会 った。彼 らは熱 心に新 しい人 と知 り会

お うと努めていた。また何故かインド人が多いの

が目立 った。

学会には 25ケ 国か らの参加があり、 10月 15

日 (月 )か ら始 った。冒頭にR A Marcusの
“
電子移動およびブロトン移動の理論

"の
総合講

演があった。彼はユーモアのある語 うくちで 19い

年のT afelに始まる電極界面における電子移動の

理論の歴史をふり返 りなが ら、自らの開発 した統

一理論について述べた。

筆者が主に出席 したのは分科会
“
半導体電極で

の光電気化学
"で
あり参加者はアメリカを中心に、

ドイツ ,ベルギー ,イ ンド,日本 ,イタリア (討

演件数は 29件 )で あった。この方面の研究は現

在、過熱 しているエネルギー問題 とくに太陽エネ
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ルギー変換 と深いつなが うがあるせいか、議論 も

盛んであった。Mcllttlillgの]h錯 体による水の

光分解 ,N oz■kに よるホットキャリヤーの反応理

論 ,Hcllerに よるRllイオンの半導体表面への吸

着 と光起電力増大の新現象 ,GurusTv amyに よる

LaCi亀 ―Tiら 電極による可視光による水の分

解等、最近の情報を得ることが出来た。筆者は、

ナノ秒 レーザーパルスによる光電極反応のダイナ

ミックス ー とくにT102電 ltrR界面での水の分解

一 について講演 した。このような手法は我々が

始めてだろうと思 っていたが、同じような手法を

使 ってカルフォルニア大学 ローレンスリバモア研

究所 n i dlards∞ らが始めているのを知って驚い

た。もっとも時間分解能は我 々の方がよく、ねら

い も少 し違 うようであった。

筆者はその後 ヨロラド州デンバー近郊に建設中

の太陽エネルギー研究所 (S】 RI)を 見学 した。

ここでは同じ研究分野 の Nozikや コrankが 研究

室を建設中であった。ちょうど分子科学研究所の

2年 前の倉J設時代の姿をみる思いであった。やっ

と建物が出来、装置類が少 しづつ整いつ ゝあった。

SERIは 基礎研究部門より、応用部門や企業 との

つなが )を 推進する事務部の組織 も大きく、日本

での研究所のイメージと違 うようである。時々S

コRIは 失敗であったとの議論 も間 くが、研究所

としての評価は もう少 し後に決まるものであろう。

SコRIは 、 1980年 か らさらに新 しい場所に、

本格的な研究所を建てることになっている。完成

予定図を見たが、その壮大さに驚いた。アメリカ

の太陽エネルギー開発にかける意慾をみた思いで

あった。日本 も独自の技術を育てる意味では、太

陽エネルギー研を早 く創設すべきだと思 うし、そ

れが日本の将来に果す役割は大きいと考えるのだ

わS。

その後、テキサス大学オーステン校をたずねた。

ここには半導体電極反応の大家であるB ard教授

が活発な研究 (た とえばアミノ酸の光合成 )を行

っている。彼は大勢の博士研究員 をか ゝえ、精カ

的に研究を行 っていた。日本か らは、会川義寛氏

(東大 ,生産研 )が 来てお られ、世話になった。

バー ド教授は温好な紳士で、アイデアの豊かな人

に見 うけ られた。一番印象に残ったのは、大がか

りな最新装置が殆んどなかったことである。2■rd

教授の考えは、装置 ようも人 との考えのようであ

る。実際それで、世界の学界 をリードしているの

だか らこの方式に重みを感じる。

今回の学会出席 では、い くつかの最新情報を得

ることができたが、それに も増 した収穫は、いろ

んな人 と会 うことが出来、知 う会えたことである。

B u t l e r , C・o  I E l e S ,■e l l e r , N  c z i k , B  a r d , G u r

uswamy,SOmo15ai等 、この分野で活発に研究

を行 っている人を知 りえたのは貴重な財産である。

今回のような機会は、山田科学振興財団の暖か

い援助なしには実現 しなかった。心からお礼申し

上げる次第である。

地1球上の各地域の地質

の潟比については、ユネ

スコに国際地質対比計画

ICCPが あり、国際的な

委厚会が設け ら4LfT究が

進められている。そのプロジェクト形 41と して

は新第二紀 /第 四紀境界についてフ
ーキング グ

9-4230

インド、インド国における新第二紀 /第 四紀境界に

ついての野外討論集会

京都大学  亀  井  節  夫

ループがつくられて、これまでイタリア ス ペイ

ン・日本 ソ 連 ・英国で野外研究集会を中心とし

た研究会がもたれてきた。本年度はインドのシフ

リク山地において研究集会が もたれることになり、

日本の国内委員会の代表として日本学術会議第四

紀研連より出席を要望され、また主催者のインド

の委員会ようも当地域の調査 ・研究をしてきた者
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として出席を期待 されていた。

幸いにして山田科学振興財団よりの援助が受け

られることになり、 10月 19日 か ら11月 6日

にわたってインドに行き、チ ャンジガールのパ ン

ジャブ大学における委員会 ・研究発表会Foよび野

外研究集会に出席できた。

10月 22～ 24日 のパンジャブ大学における

研究発表 には国外か ら9カ 国 26名 、インドより

60名 が参加 し、 3514の 発表があり活発な討論

があった。なかでも日本側の層序 ・古地 。磁気 ・

堆積 ・古生物 ・構造 ・古気候を総合した研究方法

は注目され、 1982年 に予定される最終報告書

には日本の研究成果は枚数制限なしに掲載される

ことになった。

国際測地学地球物理学

連合 (IUG6)|ま 7つ の

4ssociat的唖 の連合体

であり、筆者は国際測地

学協会 (I鯉 )の会議に

主 として出席 した。今回の総会はオース トラリア

のキャンペラ市で、 1979年 12月 2日 か ら15

日までひらかれた。会場はオース トラリア国立大

学で、世界 70国 以上の国か ら2000人 ほどの

参加者があった。 I如3に は 300人 はどが参加

した。

筆者は 140の C oIII l is sitl■jll Satellite

Geodes7(人 工衛星測地学委員会 )の委員長を過

去 4年 間つとめていた。この委員会は IAGと CO

SP AR(宇 宙空間科学研究委員会 )と の共通のも

ので、人工衛星の測地学利用のための国際協同観

測などの組織 ,実行などのためにもうけ られたも

のである。ところが人工衛星の測地学への利用 も、

人工衛星か らの電波を受けての ドップラ
ー効果の

測定 ,伽精度でのレーザ光往復時間による測距な

どの精度が向上 し、また電波による高度計を積ん

だ人工衛星 も出現 し非常な発達をとげ、地球の重

野外研究集会は 10月 25日 ～ 11月 2日 の9

日間、テャンジガールーシムラヽハリタリヤンガ
ーダラムサラージヤムーラムナガールースリナガ

ールと1400キ ロの行程を踏破し、シフリク山

地およびカシミール盆地の地層群を検討し、新第

二紀 /第四紀の境界について討議 した。 11月 3

日スリナガールのニドウ・ホテルでの最終会議に

おいては、この境界については基準となるシシリ

のカラブリア層についてブリカの層序をもとに決

定し、各国においてはそれに対比することそ勧告

した。来年度はパリで、その翌年はカリフォルこ

ア、最後 (1982)に はモスクフで会議をもち

最終のまとめをすることとなった。

79-4234

オース トラリア、国際測地学地球物理学連合第 17回 総会

東京大学   古  在  由  秀

力場や人の時間的空間的な変化が くわしく分 って

きただけでな く、今 までは水沢市の購度観測所な

どの天頂儀による恒星の位置観測で求めていた地

球の極運動 も、人工衛星の観測か らも分るように

なった。またこの他、月面上におかれたレーザ光

反射器までの測距 ,VLBI(超 長基線電波干渉計)

による電波星の観測か らも極運動が求められるよ

うになった。これ らの方面の論文が今回の IAG

の会でも多 く発表 されたが、従来からの方法 もム

くめどの方法をこれか ら重点的に採用するかを決

めるための各方法による国際協同観測 (hfER I T

とよばれる )が提喝され、 1981年 か ら実施 さ

れることになった。このnIER I Tのための委員会

を一つの小委員会にもつ委員会に、Comaissim

tlll Sa tellite Geodesy,は改組拡充され、C oIIl―

Ittissitll tt ln↓ernaticnal Coordination of

Spce Techiques fOr Gecdesy a細 建odyIBmlcs

とよばれるようになった。

人工衛星の電波の ドップラー効果の測定によっ

て観測地の地心座標 を決めることができ、これで

世界中を一つのfRl地系で統一できる。この方法で

ォーストラリアの測地網が完成 されたばか りでな
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く、ォース トラリアの地図局が中心 になって東南

アジア ,南太平洋の島 も一つの損1地素に入れられ

た。同じような方法でアフリカの測量が行えない

だろうかという議論があった。日本 もこの方面で

開発途上国に協力できないだろうかと考えさせ ら

れた。

IUGGで は各ふ sociatiOnの会議の他、 In―

ter一assoCiatioltlのシンポ」ウムが 20は どひ

らかれた。たこえば今まで191地学に利用 されてい

た人工街星の方法は海洋学へ も利用できるように

なり、潮汐 も人工衛星の軌道の変動か ら検出され

今 回、山田科学振興財

団派遣援助金をいただい

て、昭和 5 4 年 1 2 月 処

日か ら昭和 55年 1月29

日まで、アメリカ合衆 国

の学会に出店後、数ケ所の研究機関でセ ミナー、

研究上の打合わせなどを衛 ったので、以下に経過

を報告する。

出席 した学会はアメリカ動lly3学会の年会に附随

して行われた国際 シンポジウムの一つで、魚類の

発生生物学のシンポジウム (町 mpOSIum侃 暁―

veicPIrer↓al Diolog of Fi十過eS)で ある。オー

ガナイザーはG.S.Mな itt博 士 (イ リノイ大学 )

と」.P・WKl■lll s博士 (ク レ ムソン大学 )の 両名

で、フロリダ州タンパ市で 1979年 12月 27

口より同 30日 まで行 われた。講演題数は 18、

アメリカ国外か らの招待者はカナダ2名 ,ソ ビエ

ト,西独 ,フ ランス ,日本 ,各 1名 とい う構成で

あった。

講演内容は魚類 の発生過程における主要な現象

(配偶子形成から変態まで )の 基礎的研究に関し

た もので、主な ものの内容は卵形成の際の卵黄畜

積の機構 (Wallaceら )、受情の際の卵内カルシ

ゥムの遊離 (C ilkev)、 おおいかぶせ運動時の

るようになったので、測地学 と海洋学の益 soc―

iationsが共同で、活洋測地学、潮汐の Inter―

■cしiKlllといった話題のシンポジウム もあった。

また地球の自転速度の変動 と他の現象 との関連に

ついてのシンポジウムは気象学の協会とも共同で

行われ、多 くの新 しい結果が報告された。

次の総会は 1983年 に ドイツのハンブルグで

ひらかれるが、IAGに ついていえば、 1982

年 5月 、東京でGeneral Meeしi噂 とい うものがひ

らかれることになった。

-4242

アメリカ、アメリカ動物学会国際シンポジウム
″
魚

類の発生生物学
ク

東京大学   山  上  健 次郎

深部割球の行動 くT rinra■■s)、 ァメリカにおけ

る魚睡の実験発生学史 (O pptth輸亜r)、 胎生魚

を用いた母体 と胎仔の関係 (Wot・l IIIs)、剣尾魚

における細胞増殖 と匝蒻形成の遺伝的支配 (A―

nders)、 魚睡形質発現における転写 と翻訳機構

(K afialli)、魚睡発生時のアイソザイムパター

ンの変化 (Wlli tし)、魚類睡のエネルギー代謝 (

B oulkbattc)な どであった。私は婿化の機構 と

くに婿化酵素の分泌 とその卵膜溶解機膳について

約 40分 間話 した (シ ンポジウムの記録は 1980

年度中に■″″チc″ Zοθ″″ s,sに公表 される予

定 )

会場には約 800人 前後の発生生物学関係のも

のが居たが、私の印象では婿化についての関心は

日本の動物学会 よりも強いようで、とくに大学院

博士コースの学生や若い研究者か ら質問されたり、

彼 らの孵化に関する研究結果についてコメントを

求められた。

シンポジウムが終 った後 も、同じテーマの もと

で30余 うの一般話演 (魚類以外の ものも含む )

がさらに2日 間にわた って行われたが、全体を通

じて感 じられることは魚類の発生生物学的研究は、

他の動物種に比べてまだ形態学的手段のみに頼 っ

ている所が多 く、生化学的研究は少ないというこ

7 9

-41-



とである。形ぼ学 (電子顕微鏡 )的手法 と生化学

的手法を併用 している私共の研究が興味を持たれ

たのは案外そのような理由もあるかと思われる。

タンパ市での学会終了後、魚類の発生に関係の

ある次記 7ケ 所の大学 、研究機関を馳け足で訪間

して研究者と意見を交換 し、その うちの 5ケ所で、

シンポジウムで話 した内容 をや 詳ゝ しくしたセ ミ

ナーを行 った。いずれにおいても勢多 くの研究者

と討議し、多 くの有益な情報を互に交換 した。

(D University Of Mian SChool ofヽ あrine&

A IIElosPheriC SCience,M iaEI,Fl.12)D―

印artllllerlt of Z oolog,CleIEISm ttivelsily,

約 2カ 月間にわたり、

懐かしいコロンビア大学

S研 究生活を送 る事が出

来た。3年 振 りに訪れた

L tw教授の研究室lClま以

前共に仕事を したスタッフは殆 どお らず、アメリ

カで基礎系の研究を進める際の予算上の難かしさ

を痛感 した。     |

今回の渡航の目的の
一つは双方の研究成果 と今

後の方針の検討であっ
キ
。蛇毒神経毒であるエラ

ブ トキシンbの 立体構造は、以前筆者がL研 教授

の研究室で仕事をした
噺
に 25Aの 分解能で解析

されている。そこで分野能
の向上と他の蛇毒神経

毒蛋自のX線 解析が次
?目
標 である。エラブ ト七

シンbは 低分子量の蛋
申
で結晶性 も良 く、 14A

前後のデータが比較的容易に収集出来るため、い

わゆる直接法による分
野
能の向上を試みるには格

好の対象である。以前↓キSaァe・の方法によ粉 解

能の向上を検討していキがいくつか難点があり、

掛野ぞ:監闇ヤ重亀t盤揮F品
データの検討 とデータ処理 プログラムの書き更え

を行なった。14Aの オータはその後の処理があ

まうにも機械的になさキていた為、精度に問題の

Cleltlsm,S.C。 (9 MuseuIE1 0f NattFal H~

i s ↓0 ■ァ, N  t t  h r k , N . Y . 1 4 1 瞬口 しI I l e n t  t f

Blolo観,Yale Urliversity,N tt II av範コCt.

(51 Departltlent of Biocllemlstrァ,3ostoII U―

niversity Sch6o1 0f Medicine, B osttlxl,Nlta・

(61 Departlllcllt Of O erletics&D eveloplal enし ,

Unlversiけ of IIliIItlis,U rbena,11. C)D一

eparlllen↓ of Blochenlsし げ 位Bi叫苅げsics,

Unlvelsitン  Of C alifoIIIia,Davis, Ca.

援助 によって所期十の目的を達することができた

ことに改めて御礼申し上げる。

7 9 - 4 2 4 6

アメリカ、蛇毒神経毒のX線構造解析

東北大学大学院   佐  藤 篤

ある部分がある事ガ分か り、又、一部のデ
ータを

再収集 した。データ処理に用いたプログラムは複

数個の結晶から収集 したデータに対 し、吸収補正、

スケーリング、強貫低下の補正、等価な反射や重

複する反射の平均等を全て一度に行なう物であっ

たが、それぞれのデータの質の判定 と取捨選択が

可能な様に改良を行なった。又、蛋白質のX線 解

析の経験のないスタッフの指導 を平行 して行なっ

た。残念な事はC ol hns博士の時間上の不都合や

L cA■教授の御尊父が滞在期間中に亡 くなられた事

などが重なって、C olli述の方法を実際に適用す

る時間がなかった事である。しかし、L研 教授の

研究室ではエラブトキシンb以外の蛇毒蟹自の結

晶化を精力的に行なっており、それらの解析をこ

ちらの研究室で行なう可能性の検討を含め、今後

の仕事の打ち合せを充分行なう事 も出来た。ころ

らの研究室で使用するプログラムもいくつか送ら

れて来ることになっている。

帰国前の数週間は目の廻る様な忙 しさだった。

滞在中、以前共に仕事をした仲間や退官した他の

研究室の教授宅などを訪れ楽 しい時を過 Ctこ と

が出来た事もつけ加えたい。

終 りに山田科学振興財団の御厚意にこの紙面を

借りて深 くお礼を申し上げる。
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79-4253

アメ リカ、HEAO■ D Ouest intrestigatcI Prograxll

東京大学  井  上    一

このたび財団の援助に

より米国スミソニアン天

体物理観測所に約 2週間

行 き、大型X線 望遠銃衛

星 「垣IINSTコ INJに よ

る客員観測結果のデータ解析が目的で、大 きな成

果を得 ることができた。深 く感謝する次第である。

筆者の専攻するX線 天文学は、近年とみに進歩

が著 しく、光 ・電波の天文学 とならんで天文学に

とってな くてはな らない一分野 となった。それは、

観測技術の進歩 ・大型化によるところが大 きく、

1970年 代は、各国の人工衛星の活躍によって

発見 。発見の連続であった。昨年打ち上げられた

我国初のX線 天文衛星 「はくちょう」も、多 くの

成果をあげつつ現在活躍中である。このX線 天文

学の観測手段 として究極の ものと考えられるもの

が大型のX線反射望遠鏡であり、「EINSTEIM

はそれが実現したはじめてのものである。この望

遠鏡によって、観測できるX線 源の数は飛躍的に

増大し、我が銀河系内のふつうの星から非常に遠

方の準星と呼ばれる未知の天体まで、実に多くの

ものが発見 された。 「EINSTEINJ衡 星 は、一

つの天文台 として各国の天文学者が利用 できるシ

ステムになってお り、我国か らもい くつかの客員

観測申 し込みがなされたが、我々のグル
ープが申

し込んだものは、「小マゼラン雲中の高温ブラズ

マからの軟X線 観測 」と題するもので、幸いにも

受理され 10万 砂の観測時間を与えられた。観測

時間の単位は、ふつう千秒であるから、これは破

格の観測時間で、それだけに買任 も重い。

さて、我国のX線 天文学への貢献の一つに、超

軟X線 拡散成分の研究があります。拡散成分とい

うのは、一つ一つの点源に分解できない拡った成

分のことで、約 l KenのX線 を境にエネルギーの

高いX線 と低いx線 とでは、その様子が異ってい

る。 1&V以 上のエネルギーでは、天空のどの領

域からも等量のX線 編射が見られ、我々の銀河系

の外か らやってくるものと考えられる。一方、 1

丘V以 下の超欧X線 領域では、X線 編射の強SSが

方向によってかなう違います。詳 しく観測 した結

果、太陽系は約 100万 度の高温のプラズマにと

うかこまれているらしいとい うことになってきた。

このような高温プラズマは、太陽 よりも10倍 以

上質量を持 った星が道化の最後におこす超新星爆

発による星間空間の高温化によるのだろうとい う

ことになった。さらに、超新星爆発の起 きる割合

や、高温プラズマの冷える時間を考慮すると、我

々の銀河系は、数 10そ の体積が、 100万 度程

度の高温な状態にあるだろうと考えられる。しか

し、銀河系内の高温プラズマの分布は、我々自身

が高温なプラズマに取 り囲まれているため、その

短射に邪魔 をされて十分には行えないが、BUの銀

河系ならば鳥敏的に眺められるではないかという

のが、我々の観測の目的で、我々に一番近い銀河

系である小マゼラン雲が、その対象 として選ばれ

,こ。

観測は昨年 11月 末に、小マゼラン雲の 2つ の

領域に対 してそれぞれ 2万秒ずつ行われ、残 りの

6万秒は、この4月 に観測 される予定である。今

回は、昨年 11月 の観測データを米国ス ミソエア

ン天体物理観測所の計算機 システムを用いて整理

解析することが目的であったが、結果は予想以

上で、約 10個 の超欧X線 の強い領域が見 られる。

現在、さらに詳 しい解析中のため、結論 まできない

が、強度 ・温度等か らそれらのX線 源はどれ も超

新星爆発による高温の領域のように見える。 もし

これが事実な らば、可視光領域や電波領域の観測

データと合せ、小マゼラン雲の構造 進ヽ化や、星

間空間中の高温領域の分布等に、かなりの貢献が

できるものと思 う。今後十分の検討を行い、援助

に報いる成果をあげたい。
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7 9 - 4 2 5 4

アメリカ、 1990年 代の光学及び赤外望遠鏡に鋪

する研究会      |

名古屋大学   松  本  敏  雄

今回渡米の目的は次の

2点 であった。第 1に ア

リゾナ州ヽ、ツーソンで行

なわれた「Optical and

lnfraretl Telescope for

the 1 9 9 0`」の国際会議に出用すること。第2

に我が国で現在計画中のスペース シ ャトル塔載

赤外線望遠鏡のための各種資料を収集し、かつ現

場を見学することであ,た 。

日本をたったのが正月1早々 の 1月 5日 、会議が

行なわれるツーソンに着いたのが 6日 であった。

翌日から会議が始まり詣演を聞き、かつ参加者と

話 し合った。幸いこの会議には赤外天文関係者が

かなり参加 しており講輛の合間に有益な議論をか

わすことができた。  |

会議では口径 10～ 1 5 11tlの大型望遠鏡が最大

の焦点で、これをいつ、|どのようにして作るかに

ついて多 くの討論がなされた。末だ現実性が十分

とはいえないにしても、十このような壮大な計画が

真面目に検討されているのは一種のおどろきであ

った。我が日本では日径 3 5 1tlの赤道儀を 10年

かけて作ろうという話おキすすんでいるが、この調

子では完成 したころには旧式の中型望遠鏡になっ

ているのではないかと,配になったりした。今一

つ印象的に感 じたのはモ ンジエアの人達が堂々と

していることで、サイエンテ ィス トとエンジエア

が各 対々等な立場で発弓し合っているのは日本の

現状と比較すると大変aらやましく感じた。もち

ろん物事には常に両面力|めり、エンジエアの強 さ

もよいことばかりでは打いとのことであるが、日

本の特に大学内の技術屋がもっと社会的に評価さ

れるべきだと思う。  |
アリブナ大学には三?の 赤外線天文学グル

ープ

があり、いずれも強力なLt容でこの分野のメッカ

といって もよいところ下ある。会議をときどき
ぬ

け出 してあちこち見て回った。この うら昆 も印象

的であったのは大ポスF.Jo L仰 教授の研究室で

あった。ここでは 1983年 打 ち上げを目標 とし

て液体ヘ リウム冷却赤外線望遠鏡の製作が進行 し

ている。残念なが ら望遠鏡全体を見ることはでき

なかったが、検出器部の全てをみることができた。

検出器の開発 くみ立てが実際に進行中であり技術

的な面での収種は多大な ものであった。しか し大

型 プロジェクトの割にはスタッフの数 も少な く、

装置 も立派なものが余 りをかったのは多少の安心

感を与えてくれた。

ッーソンでの会議終了後、カリフォルニアに向

い、サンタ ・バーバラで赤外線検出器のメーカー

と打 ち合わせを行っ|た後バークレーに向かった。

ここにはカリフォ〃ニア大学バークレー第校があ

り、最近赤外線天文学に分光技術を持 ち込み意欲

的な仕事を進めているT軸廊 教授のグル
ープと、

赤外線検出器の開発|で世界の トップクラスにいる

P.L.Rtchar d3教 授のAた つのグループを訪関

した。どちらのグループとの議論、見学は大変興

味深かったが とうわF)T鶴蕊 教授の研究室の諸設

備には圧倒 されるも1のがあった。

バークレーではコロキウムで我々の仕事の紹介

を行なった。始めての英語 でのヨロキウムなため

多少緊張 し、下手な英語でPtB と々しゃべったのだ

が、言いたいことが言い尽 くせないのは大変なス

トレスであった。それでも終了後 fPans教授が
“
准 r y  i D I P I e S S i V e  ЮI k 〕 と い っ て わ ざ わ ざ握 手

にきてくれたのは多分な ぐさめて くれたのであろ

う。R託 立rds教授 とはお互いの研究交流につい

て話 し合い、とりつけ我々の計画しているスペ
ー

ス ・シャトルを利用するプロジェクトに協同研究

者 として参加するかどうかについて議論が行なわ

れた。結論はまだqれ か らであるが共同研究の論

結がひかれたことはたしかであり今後の赤外線測

定技術の向上にとって有益であったと思 う。

短い滞在期間ではあったがいろいろ貴重を体験

をして 1月 20日 に帰国 した。この結果を生かし

て我が国の赤外線天文学の水準を引冒目|き上げる
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努力をこれか ら行なって行 きたいと考えている。

1 9 8 0 年 1 月2 1 日

より24日 まで、米国ア

リブナllNのPhoellixから

北に 50マ イルの砂漠中

のオアシスであるCas tle

工ot Sprittsに おいて「複雑な団体の構造化学 」

に関するコンフェランスが行なわれた。この会議

の組織者はアリブナ木学団体状態科学
センターの

所長であるM・0'keeffeの 教授と同センタ
ーのA,

Na_o低 町 教授であった。

Paェling夫妻とナリゾナ大学の主催者ら
一人てあるP r O f  N a v = o i 3 k y

この会議は金属・酸化物・カルコゲン化物など

の複雑な構造が現われる条件や理由を、現在わか

る限り明らかにする目的で開かれた。参加者は約

80名 に制限 され、アメリカ人が主であったが、

す者:4t:!楊督:子を言1書管]i魯楊盲を

79-4257

アメ リカ、複雑な国体の構造化学に関する会議

京都大学  森  本  信  男

ど多 くの分野の結晶構造についての研究者で国際

的にもよく知 られた人が出席 していた。日本から

の出席者は私だけであった。また、本年はイオン

結晶に関するP allling則が発表 されてか ら50年

になるので、その「DE念の意味 も含まれてお り、

Pauli噂 夫妻が招待 されて出席 していた。X線 に

よる結晶構造解析の分野での大先輩である‖ Z―

acharias的 は出席予定であったが、会議の前にな

くなられたのは残念 であった。

会議の行なわれたこのCastle Ebし SPrittsは ア

リブナ大学のコィフェランス ・センタ
ーで砂漠の

なかのオアシスで温泉が湯 き出てお り約 30名 が

生活できる設備がととのっている。まわ りは3米

以上 もあるサボテンの山で周まれてお り、アリブ

ナならではのユニークなところであった。約 80

名の参加者が朝 9時 か ら12時 まで、夕方 5時 か

ら8時 まで講演 と討論があり、年後は自由時間、

夜はパーでの話合いと4日 間、みっちリコンフェ

ランスが行をわれた。食事はぜいた くす ぎるほど

であった。

会議の第 1日はイオン結晶 倒 属。硫化物など

の結晶構造の特徴についてのレビュ
ーそれらの分

野での興味あるトピックスについての紹介があっ

た。私は阪大産研と東大物性研の共同で研究して

きたN Lt12 04〒 N i2Sq系 の高温高圧相であ

るスピネル類似物質 (S pillel10ids)に ついて紹

介 した。 2日 目早P auli噂 則の拡張、応用お
よび

その意義について、Pauli噂 自身の講演を中心に

討論が進められ■。夕方は、PaulingがH isto一

ricaI PersPecじiveと題して、約2時間にわたっ

てアメリカの結晶学の誕生から現在までを、いろ

いろな裏話を含めて講演した。彼のユーモアに富

んだ、確かな記憶にもとずく歴史的な回顧と、そ
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のときどきの研究上の見通しの確かさは聞く人に

深い感銘を与えた。3日 目は結晶構造 ・結合 物

性などの理論的な取扱いについての多くの方法 (

balld theoly,PseudopotPntial法,molecdlar

o■bital法など)についての理論物理学者や化学

者の説明があった。最終日は構造の予想という題

で、きわめて簡単な化合T//」や合金の構造の予想に

ついての研究の話があり、その後は
一
般的な討論

が行なわれた。なお、5日 目からはG rald C an―

ytxIへの 1泊または2泊の巡検が、アリブナ大学

の人々の好意で行なわれた。

この会議で取扱っキN隠 が複雑であったため、

その直接的な効果を期待することはむずかしいが、

異った分野の人々が複雑な構造とそれらの取扱い

について、同じ場所で4日間熱心に討論 したこと

の結果は、今後、大きな効果をうみだすものと信

じて疑わない。私個人として多 くの旧友に会え、

また異なった分野での新 らしい友人を得たことを

心からうれしく思っている。このような機会を可

能にして下さった山田科学財団に感謝する。

7 9 - 4 2 6 2

アメリカ、「極瑞条件下にある物質でのイオン透過」セミナー

早稲田大学  大 槻 義 彦

米国、ニューヨーク大

学で 1月 3日 ～ 5日 の間

開催された「極端条件下

|こある物質でのイオン透

過」を主題としたセミナ

十に出席、このにど帰国した。

このセミナーはいわゆる「フークショップ」形

式のもので、通常の会議とは異なり、一つのきわ

めてせまいテーマを集中的に議論し、研究を推進

しようというものである。この種のセミナーはこ

れが第 3回 目であるが、第 1回から招待をうけて

いたが、経済的理由で参加できないできたが、今

回山田科学振興財団の援勘で出席することができ

た。はじめにこのことを記し、感謝する次第であ

る。           |

さて、会議は 3日の夜 7時 30分 から始まり、

この日は夜中の 11時 ま1でつづいた。アメリカ以

外からは、日本 ,西 ドイツから参加者があり、総

数 26名 であった。今回何 といっても議論が集中

したのは「イオン・ビーム核融合 (IBF)に おけ

るビームのエネルギー損失 」の問題である。会議

のはじめから終 りまで、1これに関する議論が自熱

した。

IBコとはターゲットの四方、八方から加速器

で加速したイオン・ビ‐ムをあて、物質を圧縮し

て、核融合を起こそうこするもので、従来のたと

えば トカマク方式 と比べて数々の優れた点を持 っ

てお り、核融合への早道 としてにわかに脚光を集

めているものである。どのような条件で核融合が

実現するか、今のところこれを予言するためには、

計算機シ ミュレーションしかない。

この際重要なのはビームから物質へのエネルギ

ー移送の問題 である。阻止能に関するD etheの

公式は使えない。しかしこれがわか らな くて、計

算機シミュレーションはやれない。

そこでこのフークシヨップとなったわけである。

1)ビ ームの密度はきわめて大 きく、 ビーム間の

相関があること 2)物 質の密度 (電 子密度 )が

固体の 1000倍 以上 もあること 3)物 質は高

温であること。以上の 3点 を考慮 した阻止能を作

る作業がこのセ ミナ
ーでつづけられた。

第 1日 目のま夜中までつづいた会議では、主に

阻止能の理論的な研究の総括 といくつかの ヽビッ

クスが報告された。たとえばな is laは、量子プ

ラズマで有限温度のときの阻上能の計算結果を報

告した。われわれもこの問題に現われる「非線型

効果 Jについて議論に参加した。

第 2日の早朝 8時 i30分 よう、セミナ
ーは再開

された。主に高温プラズマの阻止能の理論ならび

に実験が議論されたとこの領域ではプラズマ研の

市川教授などの理論が実験 ときわめてよく
一致す

ることが指摘された。またビ
ームが透過する際、
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イオンの実効電荷がどう変動するか も議論の対象

となった。たとえば単etZ lerは実効電荷ではB一

etzの公式は合わず、,N Ik61aeV&D迅 tr ievの

公式がよく合 うとい ,こ とを指摘 した。とくに注

目を集め議論が集中したのは、IBP研究者の側

から放射線物性研究者に要請され解決をせまられ

ているのは次の諸点であった。 1)速 さVoに 依

存した阻止能 2)キ 効電荷の公式 3)プ ラズ

マに移送されたエネルギ
ーの分布 4)RaDge

seruggling 5)ハ ドロン反応生成物 こ のうち

1)と 2)は 第 2日 にずいぶん議論され、大部わ

かりかけたが 3)4)5)は 手つかずであった。

第 3日 目は関連するトピックスについて簡単な

報告があり、この会議の総括を行った。わが国で

はこのようなテーマはほとんどだれもやっていな

い分野であるが、アメリカでは新しい核融合の視

点からきわめて急速に研究が進みつつあることが

わかった。今後のわが国の研究の発火点としたい

と考えながら帰国した。
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長 期 派 遣 成 果 報 告

79-5036

電子陽電子相互衝突実験に関する研究

東 京

派 遣

研 究

1978年 7月 から1979年 12月 まで西独

ハンブルグにある電子シンクロ トロン研究所 (D

ESY)に おいて、参加 した日独英の国際共lrl実

験グループJADEの 研究成果について述べたい

と思 う。

同研究所で建設された電子陽電子相互衝突装世

(PETRA)は 、 DESYの DORIS及 び米

国 SLACの 間種の装置を更に大型化し、よう高

エネルギーで存在が予想 されている6番 日のクォ
ークから構成 された新粒子の発見を目的で作 られ

4つ 目及び5つ 目のクォーク(系粒子を構成する

更に素な粒子 )か ら成る新粒子の発見及びそれに

関係した宗粒子岸の研究に活躍した。一周 2300

mの リングで、電子及び陽電子を 19GeV(ギ

ガ電子ボル ト)ま で加速し貯蔵 し相互御突 させる

装置である。 このPETItAを 用いて、 4つ の実

験グループかS実験を行ってい る。JADEに は東

京大学、DESY、 ハンブルグ大学、ハイデルベ

ルグ大学、マンテェスタ■大学、ランカスター大

学及びラザフォー ド研究所が参加し、裕勢約60名

か ら成る。

実験装置は 1973年 7月 には既に作 り始めら

れてお り、 1979年 6月 か ら本格的な実験が開

始された。重心系エネルギー (ビ ームエネルギー

の 2倍 )22、 27、 3p及 び 320eVに おけ

る実験が夏まで行われ、秋には 12CeV及 び3tl

GeV前 後のエネルギー領域で親 t子 発見の努力

柳 沢 千 明

陥和53年7月 15日～昭和磁年12月5日

騎 ■tsctts Elcctr伽♀n―Synchroticn

が続け られたが 残 念ながら予想 された新粒子の

存在は確認されなかった。しかし、 こ れまでの粒

子とは少し性質の異なるグルオンという粒子が明

らかに存在することが確認 された。これは、ちょ

うど電子が光 子を放射する様に、電子陽電子が衝

突消滅後、クォークとその反粒 子である反 クォー

クが対生成された際に、どちらかがグルオンを放

射する過程 と思われ る事象を解析することによっ

て得られた。グルオンはクォーク間に働 く強い相

互作用を燥介する粒子 として、最近脚光を浴びて

いる理論が予言するものである。実際にはクォー

ク及びグルオンは[d接観測されず、それ らが崩壊

して出来た多数の系粒子の空間的な拡が り方を詳

しく解析することによって行われた。

この他 の成果 としては、今 まで最 も完成されて

いると考えられる量子電磁力学の実験的槙証があ

る。これは電子陽電子が衝突後、電子陽電子が再

び現われる過程及び2つ のガンマ線が現われる過

程の解析から得 られた。解析の結果、電子が点状

であるという摘像が 2× (10の マイナス16乗

)cmま で正しいことが証明された。更に終状態

がハ トロンと呼ばれる一辞の素粒子から成る事象

の反応断面積が求められ、新 しいクォークの生成

は起っていないことが証明された。以上が昨年ま

でに得 られたEF要な成果であるが、現在 までに 3

つの JADEグ ルーブの論文が、DESYの プレ

プ リントとして充長 されている。
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本年2月末からは、ピームエネルギーが19G

eVま で上げられ、実験が再,3される。新しいク

ォークの存在が確認されるかも知れない。

約 1年半の精独中寸第一線の装置を使い、多く

の学者違に混 じり実験ができたことは、非常に貴

重な体験であった。この経験を活かし、更に研究

を続けたいと思 っている。

ま と  め

1 素 粒子を構歳するクォーク間に働 く強い相互

作用を媒介するグルオンの存在が確認された。

2 電 子が点状であるという描像が 2X10~16

crnまで正しいことが確認 され量子電磁力学の

実験的模証がなされた。

3 32GeV(ギ ガ電子ボル ト)ま でには6番

目のクォークか ら成る素粒子は存在 しないこと

が確認 された。
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中 間 報 告 ・ 短 信

Manchester力 bら

東 京 大 学

第 2 信

第 2信 とな ります。第 1信 では損れない状況を

書きましたわモ 今はもう3ケ 月が経過し、物事に

も慣れました。Fiatは 11月 まで見つか りません

でしたが、争ま安いところをさが して入 っていま

す。小ナ|さんのお話しを知 って何 も申し上tデる勇

気おまなくなってしまいました。その後家族が くる

までと思いなが ら、汚く、寒いですが、安い部屋

で頑撮っています。

ファブリーペローの方はPrOf Mも b■unが 11月

12日 とエジプトに観測だ出て不在ですので進展

はあ りませんが、帰ってこられたらいろいろ権融

に乗っていただいて、我々向 きのnacl■neを作る

つもりです。その間、計算をしています。 Prof.

陀 abumの お話しでは、ぃressure scaMIhg方 式

に変って安定なpiezo―』l ectric Fab呼―BIot

なるものが考案 されているので、そちらを作 って

安 藤 裕 康(財団ニュース通巻7号P69参 照)

はどうかとのア ドバイスを受けています。この

m achineはすでにこちらの c∝勲llyで商業ベ
ース

に乗 り出しているようです。 Pr OF NIcabumもこ

れを使 うべく近い うちにテス トをされるので私 も

参加 してす ぐれた ものかどうか checltしてみるつ

もうです。

前の第 1信 で物価のことにふれましためヽ  参 考

のために申しますとM Is.Iha"降 rに なってか ら

物価は16%上 昇 したそうです。この冬 は労働組合

が如～30%の 賃上げを要求 してstrireに入るそう

です。MI s mttatcherはar r17を愛し、教育費、研

究費の大巾カットを行なっているようです。私 と

同室の人は「短命 」に終る政権だとい っていまし

た。いろいろ書 きましたが 、今年 はあい変 りまし

てよろしくお願いいたします。

陥和 54年12月13日

Manchesterか ら

東 京 大 学

Ⅲ間報告

渡英 してすでに半年が過ぎようとしています。

ここに中間報告いたします。この半年住居のこと

でずい分辛い思いをいたしましたが、今はもう落

着

屋当暑暑|:管屋名営岳F皆 31≧ 光星A BC as

の測光観測データの整約をしてまとめました。こ

この JourIIa l(As troFlyttiCS and SPce ScieIIce)

に投稿 し、印刷にまわっています。その後、私の

一連の仕事を発展させ、1星の非動径振動 (水面に

立つ波のようなもの )1用 いて星の内部の回転速

度を求める方法を考えました。これはこの振動の

周波数が回転によってィフトするのを利用したも

のです。この現象は原子におけるゼ ーマン効果 と

安 藤 裕 康 ( 財団ニー ス通紛 7 号P 6 9 参照)

類似したものです。最近の観測で、このシフトが

いくつかの星で見つかってきており、いよいよ星

の内部の回転の様子の観測的理解へと進み出せる

わけです。この論文く 若子の星の平衡モデルに

ついて回転の非動径析前の周波数シフトヘの影響

を調べるために必要なデータを計算しました。

このことによって観測 と理論 を直接比歳 できる

ようにし、星の内部の様子についての議論が可能

にな ります。

実際 この論文でも3つ の比較的良 く観測 されて

いる星についてこの理論を適用 し、 その方法の有

周性を示 しました。今投稿判精をしているところ

です。次に振動の性質 について観測的に正確につ
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かむことが、一連の理論を適用する際のカギにな

るのですが、今のところこの方面で確定した方法

論がない状態です。今、そのユニークな方法を君

えているところです。

一方 Pお ry一Plrot分 光計の方は hofess銃

SFeabumと 議論 を しておりま曳 彼は、つい最近

N2ガ スでスキャンするタイプよりも安定で、かつ

扱い易いタイプが開発 されたので、 こちらを作っ

てはどうかとすすめて下さいました。 そこで先日

それを開発した跡 Reavという人に会ってきまし

た。彼は hndOnの Inperia1 0ollegeの ↓ech一

nt110事の分野の人ですが、 Asしrtlnc m7にも興味

を持って観測 も行な っている方で曳

この Lbr7~Pも IOtは Pie2。素子を用いて電気

的にスキ ャンするため扱い易いのですが、最大の

ポイントは、従来のpiezo素子では化学ボンドで

エタロン板 (平 行平面凍 )を 接着 していたので安

定性に問題があ りましキのに比
べ、これは光学接

着するため面に歪が起 らず安定な ものだそうです。

その上面の関に精脚の高いコンデンサ
ーを用いて

間隔をサーボコントロ
ールするようになっていて

環境 (温度、気圧変化 ,の変化 にも強 くなって
い

ます。N2ガスを用いた坊イプでも
一時間観測すれ

ば30分は波長較正が必要なほどでしたが、新しい

タイプでは観測前にチェックしておけば
一夜の観

測では較正が不要だそうです。このように新しい

タイプのものには優れた面がありますが、私自身

の目で確かめてはいないので、これ らの点 をいろ

いろな文献 にあたって研究 し、又、どこに欠点が

あるのかも調べてみるつ もりです。

Dr Re切 はいつで もこのシステムについて議論

して下 さるとのことでしたので、IoIIdorlA出かけ

ていって議論したう、自分で使ってみるつ もりで

す。一方Prば esttr tthm(MancLster大 学 )

もこのシステムを入手し、実験 されるので、共に

このシステムについて考える予定です。 とにか く

す ぐれた面をもつI nstrt■l●nしがあ らわれましたの

で、せひこれをものにしたいと願っています。そ

のため少し時間が欲 しいところです。実際の機祝

作 りまで出来れば申し分ないのですが。

その他Manchesttr大 学のスタッフだけでなく、

Cambridg気 (■eenwid1 0bservoしorン、Fdinburぃ

Obser tttory等、多くのす ぐれた益 lronomerが

お られるので、私の論文を持参 して議論をしてく

るつもうです。

以上が私の近況です。私の今までの少ない経験

か ら少 しわか りかけたのは、イギリスの労働者は

なまけ者が多いです が、一部の人 (大学のスタッ

フも含めて )は非常にすぐれた仕事をしています。

とくに彼 らの出すアイデアには注目に値するもの

が多いです。これがある限 うこの国はり‐ダシッ

プを保 ち続けるように思えます。

昭和55年 2月 11日

東 京 大 学

第 2 信

ここイリノイは内陸のせいか寒暖の差も激しく、

従 って冬のくるのもはやいようです。雪 も既に降

り、気温 も零下が普通のこととなりました。冬本

番という感 じです。  |

仕事の方はSph Glassの IIxf itt te―Ia ngeモデ

ルで動的性質を調べています。マクミラン教授は

関験家でもあり、大学院の学生と一緒に緩和に関

する実験 (磁場下で温度を下げたあと磁場を切う

Urbanaか ら

中 西  一 夫 (財酵 ・―ス通巻7号P65参 照)

その後の磁化の時間変化を追う)をやっているの

ですが、07Tc(Tも は転移温度 )付近でそのふる

まいが変化するようです。即ち、T(07 Tcで は

磁化の時間変化が巾法則で与 えられるのに対して、

07 Tcく TくTcで はほとんど瞬問的に緩和するよ

うです。それで我 は々磁化の運動をモードに分解

し、一番長い緩和時間をもつモ
ードを調べた結果

低温では河ヽさな数の|スピンからなるクラスタ
ーモ
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― ドが、高温ではほとんど全てのスピンが関与す

るクラスターモードが重要であることを知 うまし

た。実験の 0 7Tcの 異常は重要なクラスターモー

ドが少数スピンクラスターか ら多数スピンクラス

ターのそれに転移することに対応することを示す

のお】我々の目的というところです。

先日初めてセ ミナーで 1時 間ばか リレポーター

として話 しました。ここイリノイ大学はスピング

ラス、 アンダーソン局在など不規則係 に興味をも

っている人が多いのですが、その人達が集 ってス

ピングラスの勉強会 をしています。まわ りもちで

小 さなテーマ (例 えば金属スピングラスの実験デ

ーターとか平均場理論についてなど)を レポート

してい くのですが、 ほくは数値実験について話し

ました。英語で 1時 間 も話すのは初めてなので原

稿 を書き、 2回 程 リハーサルをしたりして英語の

ための均精をした結果、なんとか首尾 よくすすん

だようです。一つの経験でした。

今ここはクリスマス直前であらこちできれいに

飾 られたクリスマスツリーがみられます。大学 の

方 も休チは22日 か らなのですが、今週は毎日の

ようにクリスマスパーテ ィ(研究室 とか物理教室

とか、あるいは勝手に名目をつけて )を行 ってお

り、 も う休み気分です 。日本 も忘年会たけなわの

ことと思います。

寄しくも今回は12月20日です。去年の今日ここ

に着きました。まるできのうのことのように思い

ます。あと半年有意議にす0し たいと思います。

昭和弘年12月20日

New Haven便 り

大 阪 大 学

派 遣 期 的

研 究 機 関

研究指導者

住   居

第 1 信

Ne17 Ha■rexlに来てまもなく1ケ月になろうとし

ています。日本での仕事に区切りをつけるのに子

間どう、渡米予定が本巾に遅れ
クリスマス休暇直

前に来たため、
一般削苫、大学事務等が閉 じてし

まい住居を探すのに生苦労 しました。幸い適当な

アパートに落ちつくととができましたので「第 1

報」をご報告いたしますo

研究主題と研究の進め方 「 受容細胞内へ導入

された特定遺伝子発現機構の解明」

最近、分離 した染色体 もしくはDNAを 動物細

胞に取 り込ませ、形質転換 (transfじrnation)

する試みが急速に進んでいる。この技術を片]いて、

マウス綱砲膜上には本来存在しないジフテリアと

山  泉     亮

昭和54年11月30日～昭和質年 11月郷日

Departmenじ cF Biology,IKl ine Biologyコ 〕"er,

Yale Universiしy,Newn tLVen,Comecし icut

0 6 5 2 0 1 【テ S  A

D 「_ F r a t t  n  h x d d l .

570 ProspecしSt #5

N31 1ttx■,Omecし icut 06511,U S A

素に対するレセプター遺伝子を発現させ、細胞膜

の改造を試みたい。この実験は次に述べる3つ の

ステ ′プより成る。

①ジフテリア占素レセプターの存在する動物種

細胞 (ヒ ト由来HeLa約 胞を使 う予定 )よ り

染色体 もしくはDNAを 分離する。

② これらの道伝物質をマウスL細胞に取り込ま
せる。

③処理したマウス細胞ようジフテリア毒素レセ

プターの存在する細胞を選別する。

以上の3段階のうち①、②は既に確立された実

験技術となっており、この試みの成否はひとえに

第 3段 階の工夫にあると思われる。

幸い我々は種々の毒素の異なる変異ジフチリア
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毒素を持っているので、これらをうまく使えば形

質転換細胞を分離できるものと信じている。 この

ような細胞を作ることができれば Dジ フテリア毒

素 レセプター遺伝子と連鎖する遺伝子群のマッピ

ン久 21ジフテリア毒素 レセプターに対する抗体

の作製が可能 となって くるだろう。

RttHa■enでは住宅状況が悪 く、いわゆる家具

付きのアパー トはほとんどなく、生活に必要な道

具をそろえるのに大変です。 もしこれか らNetv

脇 venに来 られる人があれば予めYale tFnlv

lnしernationaI Center,442 Temple St

N針 瓦脚en,CT 06520に 関い合わせて、近い

うちに日本に帰る人の倒方を聞いて家具等を譲っ

てもらうよう話 しをつけておいた方が良いと思い

ます。

昭和55年 1月 19日

HoustOn使 り

森    昌  弘

昭和弘年10月15日～昭和55年10月45日

Dttartnen↓ of PIIvsics,Ukl対ersity of

Houston,H9ts tKln,Tex6S 701jtl,U S A

PrOFessor S C Moss

弘騎 Attbrook,#701 Halston,Te〕 as 77081,

u S A

最近 日本の理学電気から輸入 したX線 発生装置の

調整、並びに装置の on l herヒする為のソフト作

製が当面の目的てす。

Ho■s lonは年 に数多の人口増加率の市だけあっ

て住居費は高くつきました。又、テキサス%1と

いう自負心があり、日本の国際免許証は何の役に

もたたず,車 の保険すら入れてくれませんでした。

以上かんたんですが ,第 1報 とさせていただき

ます。

大 阪 大 学

派 遣 期 間

研 究 機 関

研究 指導者

任   居

第 1 信

私共のDSP-66の 発1効が遅れまして、10月29

日に日本を出発しました。Ibttt価大学の周 りの

治安がわるく、アパートを見つけるのに 1～ 2週

的を費やしてしまいました。その結果ずいぶん連

絡がおくれてしまい、申し訳なく思っております。

ここUIliv of Hollstぃは約 4万 人の大学生をか

かえるヤンモス大で、ホテル学科等日本では耳慣

れない学科がいくつかあります。

研究主題は「V2tEIの構造相転移に伴う臨界散

乱の研究」で、相転移温度近傍用の電気炉作製と 昭和勲年 11年25日

クリスマスカードをお寄せ下さった方

飯尾英夫(在米》,鈴 木直(在米),田 中穣(在仏)及び福本哲夫(在実)の皆様からお心の

寵った0年賀をいただきました。あうがとうございました。
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事業 日誌

事 務 報 告
加 Ⅲ…m m m m 加的 Ⅲ m Ⅲm m ⅢⅢ m 町刑 山 m

54. 10.23 試 験研究法人の証明について、10月23日付をもって記朝書の交付を受けた。

26  選 者打ち合せ会

11. 10 第 2回 選君委員会 担 当審判決定 ,第 2回 研究交歓会検討

21 第 2回 事業報告書 (昭和53年度 )発信

12. 1  選 を打ち合せ会

11  財 団二・―ス通巻 7号発信

15 第 3回 選老委員会 :涯署委員会答申秦作成

第 2回臨時理事会 :同上答申案の審議

18 選 考打ち合せ会

5FD。 1 25 選 者打ち合せ会

2 16 暑
昼昌畜堅ン31督冨震ふ雪蜜岳勤督橿ユ霞&塗曇≧督霞畳唇番望晶ふ2溌岳

22  選 著打 ち合せ会

3 宅   塗 鑑

興財団実文紹介害出来上る。
       |

21  選 を打ち合せ会

28  山 田コンファレンス田プロシーディングズ出版

4  3 胎 和35年度研究援助申請要領並びに申請書発信
昭和56年度招へい 派 遣及び集会申請要領並びに申請書 発信

|

山 田 コン フ ァレンスニ ュ ース

1 昭
聖
55密度に
僧状易昌舌揚昼と花登

Ⅳが開かれます。

ら会曾  密::;督
造
日, 3日間
            |

申請者  赤 松秀雄 (分子科学研究所 )

2 Pr∝ .of Yanada Conference Iに aヽ て

本出版物はニュLス 通巻第7号 73頁で報告しましたように、国内の官公庁 ,図 書館等に贈呈

しましため】、 其 後 SIarille Biological labGV∞ds Eole,U S A),Insい of Blological

EIlysi cs(M oscthv,USSR),M NENKI Insし  of Eゃ eri menCa l Blol年亨(Warza■a,

Po l )及びDr JI,Wa↓ sOn(Old SPritt Fら■bor,Uo S.A)へ も贈 うました。

3 YaIIlada Cmferenceの Proce的噂sに 添えて昼上する本財団の実文紹介書 (改訂版 )が 2月

28日出来上りました。山田ヨンファレンスエから添付の予定。
4 いoc of YanI』da conttrette lllの出版
昭和勲年9月3日宇7日、兵庫県三日の関西学院千刈セ ミナーハウスて開かれた第 3回 山田コン

フフレンス (第 14回国際 シンポジウム,遊 離基 )の PrOceedittsが3月 末完成、出版 されまし

た。アート紙,47論 文 ,300頁 余の見事な議事録です。本集会の速報は財団ニ ュース運巻
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第7号 9頁 にのっています。ご所望のお方は東京工業大学理学部田中郁三先と く電話 03-726
…1 1 1 1 大代表 ) へ七

Proceedings of Yamad〔B Confo7enCe‖'

O n

fごFteどうy

活招晋舌♀熱貿留ぷ
°

K,NiCH1 081

SHU」 i SAlT0

FREE RADiCALS

The 14thl高ternationar symposiun            EIZ!HiROTA
Sengari Semina17 HOuSe

tKwansei Gakuin University}

Sanda.Hyooo‐支en,」apan
3,7,September 1979

昭和 5 4 年 度 研究援1 助き まる

募 集 開 始  昭示日5 4 年4 月1 日

同 〆 切 り1  同年 1 0 月2 7 日

推 薦 依 頼 学 会   3 2学 会 (次記 )

選 者 委 員 会  第 1 回 5 月2 0 日

第 2 回 1 1 月1 0 日

1  第 3回  12月 15日

最 終 決 定 公 表   昭 和55年 2月 16日

援  助  研  究    20件 (次記 )

援  助  総  額 (   1億 2160万 円

紘 推 薦 学 会
所  属  職  名
代 表 研 究 者 氏 名

研 題究 目
援助金額
(万円 )

1 日本 天文 学 会
1予盛

大学

雷

学部

治

助

を

授 赤外線による内部鋸河系構造と銀

河磁場の研究
350

日本物 理 学 会
大阪大学理学部  教  授

櫛  田   孝   司

非線型分光法による生体系での非

線型性の研究
900

日本物 理 学 会
東京大学理学部

平  川

教 授

浩  正
重力の逆二乗法則の実験的検証 900

4 日本物 理 学 会
東京大学物性研刻方助教授

安  岡   弘   志

狭いバンドにおける電子相関の研

究
400

5 日本金 属 学 会
大阪大学基礎工学部助教授

桐  谷   道   雄

制御された電子頭微鏡内実験によ

る固体内反応の研究
350

高 分 子 学 会
東京工業大学資源化学研究
所教授
田 附 重 夫

光エネルギー変換梯能をもつ高分

子材料の設計と合成
680

7 高 分 子 学 会
名古屋大学工学部 教  授

山  下   雄  也

ブロック グ ラフトポリマーの分

子設計
200
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% 推 薦 学 会
所  属 '職  名
代 表 研 究 者 氏 名

研   究  1 題   目
援助金額
(万円 )

8 日 本 化 学 会
京都大学工学部  教  授

松  清   輝   男

有機光化学的手法による核酸 蛋

自質問相互1/FRの研究
1085

9 日 本 化 学 会
大阪大学基礎工学部 教 授

中  崎   昌   雄
鰭籍鞠僧藩倹鰭智昼揚岳醒易望あ
立体選択的合成|

335

日 本 案 学 会
京都大学薬学部  教  授

矢  島   治   明

ウシ膵臓リポヌクレアーゼA

(ItNaseA)の 有機合成研究
360

日本生 化 学 会
滋賀医科大学   教  授

野  崎   光   洋

酸素添加酵素および トランスアミ

チラ苫2督看阜懲稽=蛋
白化学的 1000

日本生化 学 会
九州大学理学部  教  授

岩  永   貞   昭

血液凝固系の再構成 とそのカスケ

ー ド機構に関する研究
1200

日本生 化 学 会
金 沢大学理学部  教  授

片  桐   正   之

副じん皮質 ミトコンドリアにおけ

るステロイド水酸化反応の標溝
400

14 日本病 理 学 会
愛知県がんセンター研殉方

西  塚  泰  章

胸腺不全による実験的脳器特異性
自己免疫病の誘発とその発生機序
の免浸生物学的解析

300

日本細菌 学 姿
大阪大学医学部  助 教授

井  上   公   蔵
補体による生体膜侵理機構の解析 450

日本 動 物 学 1 会
お茶の水女子大学理学部

助教授 能  村  堆  子

高性能暗視野顕微鏡とテレビ録画

による微小管の形態と機能の研究
400

17

日本生物物理学会

日本物 理 学 l 会

早稲田大学理工学部 教授

浅  井      博

閣鶴勇巻響堺ぞだたよ君塗揚遥覇
機構解明への適用

1200

1 8 日本生物物理学会
東北大学医学部  助 教授

松  原   一   部

X線 回折法 による心筋収縮蚕自の

動態の研究
1000

日本植 物 学
1 会

東京大学教養学部 助 教授

村  田   紀   夫

光と温度に対するラン藻の適応機

構の研究
450

日本 植 物 学 会
東京大学理学部附属植物園
日光分園 講 師
大 場 秀 章

アジア温帯のパラロ植物の個体発
生な らびに花における多様化の解
析

200

なお贈星式に代る研究交飲会は明56年 春に開く予定です。

|

応用物 理 学 会 1化学 工学 協 会

日本遣伝 学 会 十日本ウイルス学会

日 本 癌 学 会 1日本機 械 学 会

日本細抱生物学会 1日本植物 学 会

日本生理 学 会 1 日本 天文 学 会

日本病 理 学 会 1 日本物理 学 会

日本薬理 学 会 十日本 陸水 学 会

推薦学 く協 )会

高 分 子 学 会 電 気 1 学 会

日本解剖 学 会 日 本海洋 学 会

日本金属 学 会 日 本 原子力学会

日姉 物生理学会 日 本生 “ 学 会

日本動物 学 会 日 本 農 芸化学会

日本分子生物学会 日 本 分析化学会
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電 子通 信 学 会

日 本 化 学 会

日本 細 菌 学 会

日本生物物理学会

日本発生生物学会

日 本 夷 学 会



昭和 5 4 年 度詰 援助 の ま とめ

○ 自然科学の研究を行 う国内研究者の学際的協力研究及び交流に対する援助

昭和 54年 4月 よう募集を開始し、闘 154年 5月 末日の締切う迄に昭和 54年 度分として総

計 20件 の申請をうけ、 10件 , 1,025万 円の援助を行 った。

○ 自然科学の研究を行 う外国人の招へい及び我が国の研究者の海外派遣その他国際学術交流に対

する援助

昭和 54年 4月 より募集を開始し、年度末』こ招へい 派 遣あわせて総計 398件 の申請をう

け、招へい 15件 , 917万 円,海外派遣 79件 ,3,094万 円の援助を行った。

○ 自然科学に関する講演会,討 論会等の開催

山田ヨンファレンスⅡ界面2次元電子物性国際会議および山田ヨンファレンスlll遊離基国際シ

ンポジウムを開催し、 2件 , 1,645万 円 の事業を実施した。

援  助  名 実施件数 援助金 (万円 )

招
へ
い

長 期 1

短  1  期 1 4 837

派

遣

長 期 884

短  1 期 Z210

集    1 会 1,025

山田コンファレンス 1,645

研 究 援 助 ( 前 出 ) 12,160

計 126 1 8 8 4 1

ちなみに過去 3ケ年の事業費は次のごとくである。

(単位 万 円 )

殻 金 額 件数 金  額 件数 金  額 件数

招
へ
い

長 期 240 4 1

短 期 180 4 611 837

派

遣

長 期 771 7 884 7

短 期 2,107 4 2
( 4 5 名) 2,566 z210 ″

‘

集 〈
ム 1,040 490 6 1,025

山田ヨンファレンス 768 1 1,645 2

研

究

判 9850 10,070 8,865

B 2,520 9 2,610 31295

総 計 15,697 7 7 18,126 128 I 巳 3 4 1 126
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年 月

十
日 行 事 事 業 活 動 内 容

55年

5 月 3 1 日 ( 〕
t

6 月 1 日ヽ日)

930
Abll

t
夕  方

第2回 研究交歓会
930
AM

t
正仰頚

Ｍ
　
　
Ｍ

Ｐ

　

　

Ｐ

理 事  会

第 1回  評 議員会

選者委員会

昭和54年 度事業報告,決算報告,本年度

事業活動予定表,選者方針等審議

7月 12日 (〕 第 1回長期源遣研究交歓会

9月 8日 l q l～1 0国 内 山田ヨンファレンスSr 層 状物質の物理と化学 於 仙 台市民会館

9月 30日 しq 学術交流集会の〆切 (56年 4月 ～ 57年 3月 分 )

1 0 月 2 7 日 偏) 研究援助 申請〆切

1 1月  8日 (J

1 5 P Mヽ 夕方
第 2回 選者委員会 研究援助1魯]暑営居暑

て
1審議

1 1月 3 0日 (日) 長期 短 期招へい,長 期派遣〆切

1 2 月 1 3 百 L l

|

1 0  A M

t
4 P M
第 3回 選考委員会 研究援助最終審議,報 告書作成

Ｍ

　

Ｍ

Ｐ

　

Ｐ

４

　
　
５

臨 時 理 事 会 報告書に基づく理事会の審議

56年

2 月1 4 F働 第2回罫墓畜曇
次期役員,評 議員,選 君委員等改選

本年度事業のまとめ報告

り拝 度事業計画及び予算等審議

5 月  H 旬 第 3回 研究交歓会

昭和 55年 研究援助のお知 らせ

昭和 S S 年 度 事 業 活 動 予 定 表

推薦依頼学会を経由する本年度の研究援助候補推菌要領を4月 3日発送しました。部数に限り

がありますので、原本を槙写してご活用願います。〆切う期日は 10月 27日 伸)です。

昭和 56年 度招へ い ・派 遣及び 集会援 助 のお知 らせ

招へい 旅 這,集 会の各援助申請要領,申 請用紙は4月 3占 に発送しました。

1 短 期的招へい,長期間招へい及び長期間派遣の申請は、
1昭
和 55年 11月 30日 〆切で、

昭和 5`年 4月～昭和 57年 3月の間に実施する分を募集。

2 短 期南派遇は前年度と同じく出廃予定日より4ケ月以前の月の 15日 (例 :5月 に出発予

定の場合は1月15日 )が〆切日です。
3 当 術交流集会の申請は隅和 55年 9月 30日 の〆切く

1昭
和 56年 4月 ～昭和 57年 3月

の間にお催する分を募集。
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新評議員 ・選考委員の決定

評 議 員 (昭和 55年 度 )岡

選考委員 ( 同 1 上 )

三  京 都産業大学教養部教授

二  名 城大学理工学部教授

雄  大 阪大学微生物病研究所教授

輝  大 阪大学理学部教授

夫  基 礎生物学研究所教授

誠  京 都大学工学部教授

夫  大 阪大学理学部教授

二  明 治薬科大学薬学部教授

二  関 西学院大学理学部教授
一  京 都大学工学部教授

行  大 阪大学理学部教授

治  大 阪大学彊学部教授

夫  大 阪大学名誉教授|

宏  京 都大学工学部教授

修  京 都大学医学部教授

男  名 古屋大学理学部教授

樹  東 京大学理学部教授

夫  大 阪大学基礎工学部教授

上

岡

音

金

熊

芝

鈴

関

高

伊

殿

永

西

早

早

古

三

木

村

達

村

宮

原

石

サ||

谷

井

村 誠

田 良

田 善

在 清

谷 晴

田

哲

友

集

仁

宗

雄

健

幸

雅

利

今回の改選に際|し,岡 村誠三,川 村肇,近 醸文治及び平田義正の 4先 生が選考委員をむ勇退な

さいましモ。財団p発 足当初から
ご尽力を賜わりました 4先生に対 し哀心か ら感謝を採げま曳

なお、岡村誠三先とは新たに評議員をお引き受け願 うこととなりました。

また、前記のご男退
に伴い、熊田誠,芝哲夫,伊達宗行及び西原宏の4先とが選者委員として

新たに輸 力下さ
|ヽ
ます。

|

人 事 消 息   |

1 昨 54年11月17日付にて、本財団評議員 久保亮五先生が財団法人伍科記念財団の理事長に就任され

ました。

2 昨 54年12月16日午にて、本財団理事 早石 修 先生が京都大学医学部長に就任されました。

|
3 55年 2月1日付セキて、本財団監亭 近藤次郎先生が国立公害研究所長に就任されました。

4 55年4月2日付t4て、本岡団選考委員 音在清輝先生が大阪大学理学部長に就任されました。
|

5 3月 12日、 日本章士院は岡田善雄先生 (本財団選考委員)の「細胞融合現象の解析と細胞工学的応
用」に対して恩賜曽、学士院賞を贈ることを決定しました。謹んでお祝いを申し上げま曳
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6 昭 和53年4月、財団の初の求人に応じて事務局に採用され、満 1ケ年8ケ月に亘って、主として経

理を担当し、また年報、ニュースの編集に尽力してくれました平田美子さんは家事の都合によう昨年

12月28日に退職しました。                 |

代って、 4月 1日から岸本久子さんが採用されましたので、よろしくお願いいたします。
|

言己

財団も第 4年度を理え、其後 も業務は'順調に捗っておりますが、偏庭にご剛系の皆 々様のなみなみな

らぬお力添えによるものと感謝いたしておりま曳

今回は前年度に盟
ハヽ 些か早や目に出版できました。原稿の集 うも良好でしたし、当方が手慣れたせ

いもございましようとただ、残念なことは特別寄稿が洩れたことで拭 お記びを申し上げて、 その分、

次回で埋め合せるよう努めます。

財団法人   山 田 科 学 振 興 財 団

544  大 阪市住野区巽函 1丁 目81番1号

ロート製薬株式会社内

電話大阪(06)758局 1231  ロ
ート製葉株式会社呼出

Yal■ada Science Foundatio■

c/6 RohtO Phar的 向ceulical Co。, Ltd

8-1,  Ta tsurti  卜Lshi  l― chotle,  Ikuno一kRI

O s a k a  M ,  」a P a n
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